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1は じ め に

筆者は年来大黒屋 光太夫 に関す る資料 と くに自筆 にかかわるそれ らを渉猟

して きた。 中間的な報告の一 部 として以下 に現在知 られてい る書蹟 資料の一

覧 を記 し,の ち に各資料 につ き略述 し,か つ若 干の考察 を述 べ る注1。

2書 蹟資料一覧

一 覧は ほ ぼ年 代 順 に 通 し番 号 を付 し
,光 太夫 の 手 にな るか 否 か疑 問視 され

る もの,お よび 筆 者 未 見 の も の も含 む 。28以 下 は 年 紀 不 詳 。6・7・8の 書

き込 みの 大 部 分 は光 太 夫 滞 魯 中 の もの と推 定 し うる。

1.ゲ ヅチ ソ ゲ ン大学 図 書 館 所 蔵 日本 地 図Asch284(1789年 ・寛政1)

2.同 上 ジー フ ァー ス の記 念 帳(1790年 ・寛 政2)

3.同 上 日本 地 図Asch285(1791年 ・寛 政3年)

4.同 上 日本 地 図Asch286(1791年 ・寛 政3年)

5.同 上 書 簡Asch150(1791年 ・寛政3)

6.旧 レニ ン グ ラー ド在 浄 瑠 璃 本 等 書 き込 み

7.ゲ ッチ ソ ゲ ソ大 学 図書 館 所 蔵 浄瑠 璃 本 書 き込 みAsch151

8.早 稲 田大 学 図 書 館所 蔵 『露 国 国 民学 校 用 算 術 入 門 書』 書 き込 み

9.国 立 公 文 書 館 内閣 文 庫 所 蔵 〈皇 朝 輿 地 全 図〉(1793年 ・寛 政5)
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10,早 稲 田 大学 図 書 館 所 蔵 〈芝 蘭 堂 新 元 会 図 〉 中 ロ シ ア 文 字(1794年

・寛 政6)

11.杉 本 龍 造 氏 所 蔵 遺 墨 〈福 寿 〉(1812年 ・文 化9)

12.寺 崎 遜 旧蔵 遺 墨 〈福 寿 〉(1812年 ・文 化9)

13.鷹 見 本 雄 氏 所 蔵 遺 墨 〈イ ロハ と洋 数 字 〉(1813年 ・文 化10)

14.同 上 遺 墨2種 〈南 山 寿 〉 〈鶴 〉(1813年 ・文 化10)

15.鈴 鹿 市 教 育 委 員 会 所 蔵 遺 墨 〈鶴 〉(1814年 ・文 化11年)

16.個 人 所 蔵 遺 墨 〈洋 数 字 〉(1816年 ・文 化13)

17.鈴 鹿 市 教 育 委 員 会 所 蔵 遺 墨 〈鶴,亀 〉(1817年 ・文 化14)

18.個 人 所 蔵 遺 墨 〈福 寿 〉(1817年 ・文 化14)

19.早 稲 田大 学 図 書 館 所 蔵 遺 墨透 写(1818年 ・文 政1)

20.亀 井 高 孝 旧 蔵 遺 墨 〈ロ シ ア文 字 に よ る イ ロハ と洋 数 字 〉(1819年

文 政2)

21.鈴 鹿 山 ロ俊 彦 氏 所 蔵 遺 墨 〈鶴 〉(1819年 ・文 政2)

22.鈴 鹿 深 田 神 社 ・樋 口房 磨 氏 所 蔵 遺 墨 〈平 仮 名 文 字 〉(1819年 ・

文 政2)

23.鈴 鹿 伊 藤 公 毅 氏 所 蔵 遺 墨 〈ロ シ ア文 字 に よ る イ ロハ と洋 数 字 〉

(1822年 ・文 政5)

24.早 稲 田 大学 図 書 館 所 蔵 遺 墨 〈南 山寿 〉(1824年 ・文 政7)

25.個 人 所 蔵 遺 墨 〈南 山寿 〉(1824年 ・文 政7)

26・ 鈴鹿 本 田昭七 郎 氏所 蔵遺墨 〈鶴〉(1825年 ・文化8)

27.市 立函 館図書 館所蔵遺 墨 〈魯西亜 中興 国王 …〉(1827年 ・文 政10)

28.鈴 鹿 丸井将黒 氏所蔵 遺墨 〈ロ シア文字 によるイロハ と洋数字>

29.鈴 鹿 小池光雄 氏所蔵 遺墨 〈福寿>

30.鈴 鹿 内山各氏所蔵遺 墨 〈イロハ ニホへ ト>

31.同 上 〈ヤマケ フ コエテ>

32.同 上 〈イ ロ八 二ホヘ ト〉
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伊坂 家 旧蔵遺墨 〈ヨタ レソツネナ〉

個人所蔵遺 墨 〈李 白一斗詩百篇〉

鈴鹿 河野辰雄 氏所 蔵遺墨 〈名月 やたたみの うへ に松の かげ〉

早稲 田大学 図事 館所蔵遺墨 〈行 く末 は誰が肌触 れむ紅の花 〉

同上 〈亀,長 寿の嘉瑞 なる〉

同上 〈rpaΦ玉[伯 爵]〉

3各 資料の記述

上記資料 につ き書誌 的な事項 および本稿 にかかわ る点 につ いての み各個 記

述 す る。 以下,上 記 の資料 の番号 を もってその資料名 にか える。 さ らに未 見

の場 合は,は じめに これを こ とわ り,拠 るべ き写 真等 があ れば それ に依拠 す

るが,未 見の 資料 についてはな るべ く他資料 の援用 として のみ用 い る ことに

制 限 したい。

1.写 真1参 照。 大 きさ縦65.5cm横126.5cm前 後 注2。 うす草 色の 洋

紙6枚 を貼 りあわ せ て1紙 と し,う す い燈 色の枠 内に 日本 図 を描 く。 国別

に境界 を有 し城下 町 には黒 印を捺 して朱 色に塗 る。漢字 ・仮 名ま じ りにて 国

名 ・地名 を記 す。 時 に短文 があ る。 これ らは墨書 き。 つい でその下,な い し

脇 に ロシア文字 に よる表記 あ るいは ロシア文 がペ ソで書 か れ る。 図の右裏端

には 次の よ うな2行 にわた る光太夫 の 自署 があ り,手 は毛筆 であ る。(原 文

縦 書 き。数字 等原文 の まま。 以下 同 じ)。

天 明九 酉歳七 月十八 日

大 日本二面伊勢 国白子大黒屋光太夫 回 ㊥

2行 とも書体 は楷 書 とも行書 ともいえるが,光 太夫独得 の字 であ り,〈 白子〉

〈黒〉 に著 しい。数 字 〈廿 〉は,資 料2に ある署 名 中の 日付 〈廿七 〉 と同 じ

くず し方 であ る。2印 とも黒 印で,方 印は一辺9mmで 〈知〉 の1字,丸 印

は径16mm〈 忠和 〉 の2字 を刻 む。 な お天 明2年7月 はす で に寛政 と改元
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され その元年(1789)で あ るが,光 太夫 は も とよ りこの こ とを知 らない。

この資料 中本稿 にかかわ る ものは上記 自署 お よび墨 に よる 目木の地名 ・短文

等 であ る。 ロシア文字 による筆跡 は光 太夫の もの ではない。

2.写 真7-12参 照。Cod.Ms.hist.litt.48w。 縦19.7cm横11.1cm,

厚 さ2.5cm前 後 の横長 のノ ー トであ る注3。 この 中 に光太 夫 書蹟(54v),

光太 夫立 ち姿(80v),キ リル ・ラクスマ ソ絵 ・書跡(42r-42v)キ リルの

長 男 エフスタフ ィイ ・ラクスマソの書跡(65r)が 含 まれ る。 む ろん本稿 の

対 象は第1の ものであ る。54vに 次の ように光太夫 の 自署 が あ る。

天 明拾 歳

伍月廿七 日

日本伊勢クニ

白子

大黒屋

幸太輪

回 ⑪

2印 は資料1に 同 じ。他 は毛筆 に より,文 字 は容 易 に読 め るが,光 太夫一流

の 俗 字 が連 続 す る。 〈明〉 は 偏 が 目の よ うに,労 は4画 目を垂 直 に引 く。

〈拾〉 の偏 は木。〈月〉 も く明〉の労 と同 じ形。〈廿 〉は く本 〉 の略字 の よ う

にみ え,〈 日〉は 〈且〉とあ る。〈日本〉の 〈日〉は 〈目〉 とな り 〈本〉は 〈大〉

に 〈十 〉の俗字。〈白〉は まん 中の横棒 を垂直 に書 く。〈黒〉は 〈由〉 と 〈二〉

と 〈、、、、〉 を重ねた ような形 。〈幸太輔 〉は 〈幸〉 と 〈輔 〉 の用 字 に注意 せ

よ。 上 にのべ た 〈日本〉〈白子〉〈大黒屋〉 の字様 は光太夫 の他の資料 に頻出

す る。 なお各文字脇 に ラテン文字(鉛 筆書 き)が あ るが これは光 太夫の もの

では ない。

3.一 写 真2参 照。 大 きさ縦64.5cm横137cln前 後注4。上質 の 白色洋紙

2枚 を貼 りあわせて1紙 と し,朱 色の枠 内 に 日本図が描 かれ る。資料1と 同

図 とみて よい。左 枠余 白に光 太夫 の 自署 が全4行 で,内 容上 上方2行 下方
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2行 にわか れ,墨 で 書かれ てあ る。第1～3行 が草書的 であ るが,第4行 は

楷書に近い。

天明十一年 日本伊勢国 白子

三 月下 旬 大黒屋幸大夫筆 画 ⑳

2印 ともに資料1に 同 じ。〈幸 大夫〉の 〈幸〉〈大〉注5に 注意。 また 〈黒〉 は

資 料2に 同 じ書 き様 。 この 自署脇 に達 者 なペ ソ書 きで,か つ ロシア文 字 の

筆記体 でロシア語訳 が書 かれている。 また図内に草書漢字 ・仮名 ま じりの地

名,あ るいは短文 が あ る。 ただ し地 名等 の表記 が しば しば資料1と ことな

るこ とに注意。 日本語 の脇 あ るいは下 に ロシア文字 の表記 が添 え られ る。 こ

れ らロシア文 字に よるものはすべて光太夫 に よる ものではな く別 人の手であ

り,対 象外 とす る。 ただ し,図 の左端 裏上端 に2行 のペ ソ書 き く小ヅ ケ国/

伊 わ ミの国〉の書 き込みがあ り,こ れは光太夫 の手 とお もわれ る。 な お 日本

語地名はおおむね毛筆 に よるが,ご く少数ペソで書かれ るこ ともあ る。

4.写 真3参 照。 大 きさは縦66cm横124cm前 後注4。 白色の上 質 洋

紙2枚 を貼 りあわ せて1紙 とす る。 資料3と 同 じ日本 図 を描 く。 右端 裏 に

次の ような毛筆 に よる光太夫 の2行 にわた る 自署があ る。

天 明拾壱歳 参月吉 日

大 日本伊勢 白子 大黒昼光大夫筆 画 ㊥

末の 〈筆 〉の字 は草体 だが,他 は楷 書 に近 い。 〈白〉〈黒〉 は資料1・2に 同

じ。2印 は 資料1に 同 じ。 〈光 大夫 〉 の 〈大 〉 に注意 。2印 の 下 に朱筆 で

〈1791rona>と あ る。 この朱 の書 き込 み は資料7表 紙 に残 る朱筆3行 の う

ち の第1行 〈1791rOAa>に 酷 似 す る。数 字 〈7>を2筆 で 書 く書 き方 が 同

じであ る。 光太夫の手か。 この図では 日本語表記 に よる地名あ るい は短文 の

みが書かれてあ って,ロ シア文字表 記 を有 さない。 しか も日本語表記 におい

て,資 料3と は種 々において異 な って お り,片 仮 名 ・平 仮 名表記 と くに前

者 がめだつ。全体 と して この図は資料2と 図柄 な どが 同 じとい って よいが,

上記 の点 が この図の一・大特徴 である。 いず れにせ よロシア文字 は書 かれて い



86明 治大学教養論集 通巻292号(1996・9)

ず,日 本語 はすべ て光太夫 の手 とみな され る。

5'写 真4・5参 照。 手 紙 本 体 は大 きさ縦32.8cm横41.8cm。 上 下2

段表 裏 に墨書 され てい る。文 末に 自署,日 付け,あ て先が 次の ようにあ る。

大黒星光大夫

圃 ⑳

亥 ノ六 月吉 日'

大 日本

武蔵 国江戸本船 町

白子屋清 右エ門様

仁兵 衛様

参 々御 中

〈大黒星 光大夫〉 の 〈大〉 に注意。 全体 と しては資料8に 見 え る 〈大黒屋 光

太夫 〉の文字 の形 に似 る。 日付 けの 〈吉 日〉の 〈日〉 は資料2に あ る 〈且 〉

と同 じ。〈大 日本〉の 〈日〉は 〈目〉,〈 本〉は 〈大〉に く十〉の俗字。〈江戸 〉

の 〈江〉 は 〈6>の よ うにあ る。〈白子〉 は資料2に 同 じ形。書 簡本文 は つ

とに名高 く名文 といえ,さ らに光太夫の 日本語での書 き ぐせ と くに漢 字の そ

れ を知 る上 で ま とま った資料 であ るが,こ こでは2つ の こ とば つ きだけ を

指 摘 す るに とどめ る注6。〈や の をふ き〉 と,〈 屋根 〉 を 〈やの〉 とす る。 方

言 形 として も確認 で きない。用 字法 として,〈 何 にた とゑ用 も無御坐候 〉 と

〈様〉 を音 が通 じる 〈用〉字 を用 いて い る点であ る。 おそ ら くかか る用字 法
やう

は 当時一般 にあ った と思われ るが,光 太夫 においては とくに 目立つので,注

意 を うなが してお く。 さて,本 文 末 には い くつかの ロシア文字 がみ られ,さ

らに上包 みには ロシア文字 とさ らにラテン文字がみ られる。 だれの手 であ る

か にわ かに速断 しがたい。 上包 みの書蹟 につ いてはほ とん ど紹介 されていな

いので書簡末 ともども次に引用 す る。 まず書簡末の手紙 本文 と署名 〈大黒星

光 大夫 〉 との間 に① 〈naHKoKyH]KonaK)〉 の署 名 が あ る。 次 に月 日 と宛先

との 間 に② くHHfioHbMycac司EHnoXoHΦyHauoＬC"poKas{CεtioＬMYIIb
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CaMaＬHHxPtCaMa>と あ る。 月 日の 上 に③ 〈Cod.Asch.150>と あ るが,

こ れ は ゲ ッチ ソ ゲ ソ 図書 館 の 書 き込 み。 上 包 み は本 体 と同質 の ロ シア 製 洋 紙

を用 い(watermarkを もつ注7),三 つ折 に して 日本 風 に上 下 を折 る。 表 の 上

1/3に4行 にわ た り ロシ ア文 字 で④ 〈HふoH石Mycac司E"A。xoHthyHaqoＬ

C加oKo兄CεmMy肌 」CaMaHHxilCaMa>と あ る。 次 に 中央 に ラ テ ン文 字

6行 で こ うあ る:⑤ 〈NiponMusasＬEidoChonfunazoＬShirokojaSE

JomunＬsamaNichistimaＬDalrkokdjaＬKodaju.〉 。 そ の 下 に ロ シア 文 字 で署

名 が あ る:⑥ 〈naHKOKyfll(OflafO>。 さ らに そ の 下 に 次 の ドイ ツ語 の 書 き込

み が あ る:⑦ 〈vondemJaponesergeschriebenＬinSt.Petersburg1791.〉 ま

た 上 の折 り返 しに も ドイ ツ語 で 次 の よ うな 書 き込 み が あ る:⑧ 〈Erhaltend.

9.Aug.1793.〉 。

さ て,手 の別 か らみ て ゆ く。 ⑧ は 〈1793年8月9日 入 手>lt8の 意 だ が,

ゲ ッチ ン ゲ ソ 大 学 図 書 館 のDr.HelmutRohlfingに よ る とAsch151の 浄 瑠

璃 本(=資 料7)中 に は さみ こ まれ た 説 明 書 き と同一 人 物 の 手 とい う。 筆 者

も 実 物 を 比 較 して こ れ に 賛 成 した が,こ の 人 物 はAschと 同 時 代 人 で,

Aschの 蒐 集 品 を整 理 した 司 書(か つ教 授)で あ った ら しい注9。④ は宛 名 で

〈日本 武 蔵 」 江 戸 本 船 町 」 白子 屋 清 右 エ 門 様 」 仁 兵 衛 様 〉 を ロ シ ア

文 字 で 綴 った もの で あ る が,② と同筆 で あ る。 た だ し,〈 白子 屋 〉 の 〈コ〉

を② は 〈Ka>と,④ は正 し く<KO>と 綴 る。 〈シ〉 は④ が ア ク セ ン ト符 を も

つ 。 さ らに 〈清 右 エ 門 〉 の 〈セ イ 〉 を② は 〈CeM-〉 と続 け る が,④ は 〈Cε

M-〉 とわ け て綴 る。 〈仁 兵 衛 〉 は ア クセ ン トを つ け て と もに 〈HMxil>と 綴 る

が,こ の ま ま発 音 す れ ば 〈ニ ヒー 〉で あ る。 い ず れ に せ よ 日本 人 ら し くな い。

名 前 の ⑥ は ① と同 筆 で あ る。 た だ し,〈 大 黒 屋 〉 の 綴 りに異 な りは な い が,

〈光 太 夫 〉 の 〈ユ ウ〉 を⑥ は ア クセ ン ト符 を つ け て 〈㊤〉 と綴 り,① は こ れ

が な い。 ゆ え に こ の ま ま よめ ば ⑥ は 〈コ ダ ユ一一,① は くコ ダユ 〉 とな る。

問 題 は 大 文 字 〈K>の 髭 が 次 の 〈o>の 上 に か か って い て,少 な くと も① で

は も しか す る とア クセ ン ト符 を兼 ね て い る可 能 性 が な く もな い。 この ① と②
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と④ と⑥ はイン クの 色が同色で,や や うす い。 これ に対 し,包 紙 の ラテン文

字⑤ と⑦ はイン クの 色が こ くか つ文字 の形 がか っち り してい る。 おそ ら く⑤

と⑦ は 同筆 であ る。 ただ しこれ らは③ とは異筆 で,③ とこれ らはイ ンクの色

もこ となってい る し線 が細 い。⑤ は上 の ロシア文字④ と下の 同 じく⑥ の一字

一字正確 な ラテ ン文字 に よる ドイツ的 な翻字で あ る
。 ただ しア クセ ン ト符等

は ロシア文字綴 りに従 って い な い。〈Dalrkokaja>の 〈u>は 一一渡 〈y>と 書

い て下 への 出 っぱ りを消 し,〈u>と な ぞ る。 この人物 は ロシア語 を解 した

人物 と思 わ れ る。 ロ シア文字 〈y>は ラテン文 字 の 〈u>で あ るか ら。⑦ は

〈1791年 サ ソ ク ト ・ペ テル ブル クで 日本 人 に よって書かれた〉 の意 ととれ る

が,こ の手 の第1候 補 者 はAschと 思 われ,し た が って⑤ もAschの 手 の可

能性 が強 い。 さて問題 は② ・④ と① ・⑥ が同筆 か否 か とい う点 であ る。② ・

④ の宛 名は 〈ム サシ〉を 〈MycaCb[ム サ ス]〉,〈 エ ド〉を 〈EMAO[エ イ ド]〉,

〈セイエモ ン〉 を 〈CeliOMyHb[セ イ オム ゥソ]〉 の ように綴 るか ら,お そ ら

く光太夫の発 音 をか く聞 き とった ロシア人 に よる もの と考 え られ る。〈ニヘ

イ〉 は くHHxit[ニ ヒー]〉 の よ うに綴 られ,こ れは光太夫 の狭 い 〈エ〉音 を

く鵬 と聞 き,よ って 〈ニ ヒイ〉の よ うに聞 いた結 果 ととれ る。上述 の ように

① と⑥ は同筆 だが,⑥ は 〈-16>と 綴 り,こ の よ うな光太 夫の 自署 の 例 を し

らないが,し か し① は手紙 本文 の漢字 署名脇 に書か れてい るこ とか ら自筆 の

可能性 がたかい とい うべ きだが,ど う も筆者 には光太夫の手 では ない ように

思 えて しかたがな い。 ただイ ンクの 色が一致 している こ とか ら①② ④⑥ は 同

一時 に書かれた とみ られ る
。 言語的特 徴 か ら②④ を ロシア人 の手 とみて,①

⑥ は これ とは別筆 で,① ⑥ は光太夫 の手 とみ るの が 自然 であ ろ うが,上 述 の

ような理 由で,光 太夫 の手であ る との判断 は しば ら くあずけてお くこ とにす

る。

6r－ 未見。亀 井高孝 『光 太夫 の悲 恋』 に考 察 があ る。 この うち 『絵本 写

宝袋』 『源平蟻軍 配』『森 鏡』 の書 き込み部分 の い くつかが写真で掲げ られて

い るか ら,目 で確 認で きる もののみ言 及 したい。 とくに 『森 鏡』裏表紙 お よ
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び 『絵 本 写 宝 袋 』 上 欄 書 込 み 注10は す べ て ロ シ ア文 字 で い わば ロ ー マ 字綴 り

に した 日本語 で あ り,筆 者 の 考 察 に は貴 重 な 資 料 で あ る。 い くつ か筆 者 の 立

場 か ら指 摘 して お か な け れ ば な らな い 。1)〈JlnOHuyAaHKOKyAK6naK)〉 あ

る い は 名 前 の み が しば しば 書 込 まれ て あ る。 〈AnOHuy>は ロ シ ア語 と して

は 〈HnOHeq[日 本 人]〉 の 単 数 ・与 格 ゆ え に 〈日本 人 に〉 の 意 だ が,お そ ら

くこ こで は 単 に 〈日本 人 〉 の 意 味 で あ ろ う。 した が って 〈日本 人 大 黒屋 光

太 夫 〉 と書 い た こ とに な る。 ロ シ ア 文 字 は 筆 記 体 だ が わ か りや す い筆 記 体

で,続 け 書 きで は な く一一字 一 字 わ か れ て書 い て あ る。 〈光 太 夫 〉 の 〈光〉 を

〈K6-〉 とア クセ ン トを 附 して綴 る こ とに注 意 せ よ。(こ の 点 に つ い て は後 述

す る)。 滞 魯 中の 光 太 夫 の 自署 は ほ とん どす べ て 〈1<6naro>と ア クセ ン トを

つ け て綴 られ て い る。cf.7,8。 な お語 中 の 〈x>は18C風 の 〈11>で 書 く。

2)『森 鏡 』 見返 しに ロ シア 語 の書 き込 み が あ るが判 読 で きな い。cf.8。3)『 絵

本 写 宝 袋 』 上 欄 とr森 鏡 』 裏 表 紙 の 書 き込 み に お い て,18C風 の 字 体 〈ε・

m・N・11・ ロ〉 が ひ ん ぱ ん に用 い られ る。 これ らは 〈e・T・H・K・B>の

異 体 で あ る 。4)同 上 で,日 本 語 の ロ シ ア 文 字 綴 りで 次 の 諸 点 が 認 め られ

る:① 格 助 詞 〈へ 〉 は 〈e>と 表 記 。 文 字 と して 〈3>は 見 えず 。 ② 〈チ 〉 は

〈qH>と 綴 る。 〈qu>は な い。 ③ 〈ズ〉 を 〈3y撫y>と2様 に綴 る。④ 〈セ 〉

は 〈ce>と 綴 る。 〈me>は な い 。 ⑤ 〈ゼ 〉 は 〈)Ke>と 綴 る。 〈3e>は な い。

⑥ 〈ジ ャ〉 は 〈>Kfl/3"〉の2様 に綴 る。 ⑦ 〈シ〉 は 〈CH/m"/1111>と 綴 る が,

しば しば 母 音 を脱 落 させ,そ の 場 合 は 〈m>と の み 綴 る。 ⑧ ラ行 者 中,〈 ラ〉

は 〈pa/Jla>,〈 リ〉 は 〈PM>,〈 ル 〉 は 〈py>,〈 レ〉 は 〈pe/ne>,〈 ロ〉 は

〈po伝o>と 綴 る。 す な わ ち 〈リ ・ル 〉 を除 き他 に は す べ て く皿〉を 用 い た表

記 を もつ の が特 徴 的 で あ る。 ⑨ 〈フ〉は 〈xy>と 綴 る。 〈Φy>は な い。 ⑩ 〈ヲ〉

を 〈BO>と 綴 る。 ⑪ 〈ヨ〉 は 〈命 〉 と綴 る。⑫ 擬 音 は 語 末 で 〈Hb>,語 中 で

も 〈Hb>と 書 くこ とが 多 く,語 中 で 〈H>と も綴 る。 ⑬ 促 音 は無 表 記 か あ る

い は 〈丑〉 で 表 記 す る。 こ の表 記 は 日本 語 で 促 音 を 小 書 き に 〈ツ 〉 で表 わ す

こ と と関 連 が あ ろ う。 ⑭ 長 音 は これ を無 視 して短 音 と して 表記 す るの が ふ つ
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うであ る。 ただ し自分 の名 〈K6naK)〉 のみ は,ア クセ ン ト符 を付 して長 音

で あ る こ とを表 示 す るが,こ れ は む しろ 例 外 とい え る(後 述 。cf.上 頚

1))。 ⑮ 二 重母音 的[ii]〔ui]の 第2音 を 〈n>を 用 いて綴 る こ とがあ るが,

これは少 数。

7.ゲ ッチ ソ ゲ ソ大学 図書館 蔵。写 真6参 照 。『花系 図都 鑑』 に書 き込

みが あ る。 この 本 は1冊 の みで,お そ ら く6の 浄 瑠璃 本 と1セ ッ トとな っ

て い た もの が単 独 に流 出 した もの で あ ろ う。 紺 表 紙4針 眼 で,大 きさ縦

22.3cm横15.9cm位 でいわ ゆ る半紙 本注11。三 都 板 で 〈宝 暦 拾 二年 」壬 年

三 月廿一一日〉 と末 にあ る。表紙裏 全体 に毛筆で仮 名 ・漢字 草体 の乱雑 な書 き

込 み があ る注12。cf.6.『 森 鏡』 見返 し。 〈白 ・百〉 の 中央 の横棒 を縦 にか く

光 太夫の くせがで てい るか ら,お そ ら く光太夫 の書 き込 み と認め て よい。 さ

らに,背 に墨 で 〈セイ シエ 若套 亀 屋 四〉 とあ る。(cf.『光 太夫 の悲 恋』35

ペ ー ジ。)こ ち らは光太夫 の手か否 か筆 者 には判定 で きな か った。 以上の 日

本語 書 き込 み よ り興味 ぶかいのは ロシア文字 による次の ような書 き込 みであ

る。表紙に,綴 じ糸を下 とみたてれば,3行 で次のように朱筆によるロシア

文 字 が 大 き く書 か れ て あ る 。 〈1791ronaＬHnoHuynaMKoKyHＬNrnoHs

K6Aaro>。 全 体 と して は 〈1791年 に 。 日本 人 大 黒 屋,1-{本 光 太 夫 〉 の

意 で あ る。(〈finOHIIy>に つ い て は6の1)を 見 よ)。 全 体 が わ か りや す い 筆

記 体 で 書 か れ る が,数 字 〈7>は2筆 で 書 か れ4の 朱 筆 〈1791rona>の 場

合 と よ く似 て い る。 〈K>は 〈ll>,〈H>は 〈N>と 書 か れ る。 ま た 〈K頭alo>

とア ク セ ン トを 付 して 綴 る こ とに も注 意 。 これ らは 光 太 夫 の 手 と認 め られ

る。 つ い で 以 下 す べ て 鉛 筆 書 きで 〈回aTaHb>KaKYＬKliKoeKelle6a>(3オ 上

欄),<THMoOPeMOcMnoB-s>(5オ ー上 欄),〈KoHoHbnaHHnoBms>(36オ 上

欄),〈napua/nap""AHApeeBHa>(58ウ 上 欄)と あ る。 これ らは わ りあ い達 筆

だ が読 み や す く<m・11・ ε〉 等 の18C風 ヴ ァ リア ソ トが 用 い られ る。 第1

の 頭 の 部 分 は分 らな い が 以 下 は 〈タ ソ ザ ク」 キ コ エ ケ レバ 〉 と読 め る。 書 き

込 みの す ぐ下 に 〈短 冊 〉の文 字 が見 え るか らこの 語 か。 後 半 は 〈聞 え け れ ば 〉
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か と も思 うが 対 応 の 文 字 は 近 くに 見 あ た らな い 。 こ こで は 〈ソ 〉 に 〈Hb>

を,〈 ザ〉 に 〈)Ka>を,〈 レ〉 に 〈lle>を 用 い て い る こ とに注 意 せ よ(cf.6.

の2),4)⑧ ・⑫)。 ま た くめ の古 い 筆 記 体 も見 られ る(cf.35)。 これ ら鉛 筆

書 きの 手 は光 太夫 で あ ろ う。

8.光 太 夫 将 来 本 の ひ とつ注13。写 真14--17参 照 。 原 名 〈PYKoBoAcTBo

KsapH8MeTMKt}nllfiy皿oTpe6JleH'ixBsHapo耳HblxsYilHmalllaxsPOCCivacKOtiHM-

nepin.q.1.BsCaHKTneTep6yprセ,1784roAa.〉 大 き さ縦16.3cm横10.2

cm前 後 。 い わ ゆ る8。版 。 この 本 の 表 紙 表紙 裏,遊 び紙 裏,裏 表 紙 裏 の4

個 所 に光 太 夫 の 書 き込 み が み られ る。 さ らに遊 び 紙 表 に も3行 ほ どの 書 き

込 み が あ った と思 わ れ るが,一 ・部痕 跡 をの こす の み で,消 去 され て い る。 こ

の本 は おそ ら く原 装 で,背 が茶 色の 皮 で あ り,表 紙 ・裏 表 紙 の そ れ ぞ れ端 迄

お お って い る。 表 紙 の この部 分 の 真 中 か らや や 下 よ りに くnaKI〈o>と あ る。

〈n>は 筆 記 体 小 文 字 。 〈ア イ〉 の 第2音 を くゆ と綴 る こ と,さ ら に 〈コー 〉

を 〈1(o>と1音 で綴 る こ とに注 意 せ よ(c£6.⑭)。 ま た この ロ シ ア文 字 の

右 下 方 に 〈七 〉 と書 いた ち ぎれ た和 紙 小 片 が は って あ るが,も と よ り誰 の 手

か 不 明。'こ こ で は 除 外 す る。 第2に 表 紙 裏 だ が,の どの 部 分 に太 く しっか

り と次の よ うに あ る:〈 大 日本 伊勢 国 白子 大 黒 屋 光 太 夫 〉。 〈伊 ・国 ・黒 〉 等

の文 字 が特 徴 的 で,光 太 夫 の典 型 的 な署 名 とい え る。 筆 に よる もの だ ろ う。

さ らに,そ の脇,紙 の 下 の 方 に2段 で 〈naHKOKyfl]K6daiO>と ロ シ ア文 字

に よ る署 名 が あ る。 ペ ン書 きで,読 み やす く上 手 とい うべ き。 初 め の 〈n>

は 筆 記 体 の 小 文 字 。 〈K>は 〈11>の 字 体 。 〈K6-〉 とア ク セ ン トを 付 して綴

る。 この 署 名 は 光 太 夫 の 自筆 と思 わ れ る。 さ らに 次 の3種 の 書 き込 み が 存

在 す る 。 表 紙 を の ど を 下 に して み た 場 合,上 端 右 よ りに 〈MM"OCTeBon

FocynaPbMO[…]〉 とあ り句 末 は 虫 食 い で み え な い が,〈 一εMy>が あ った で

あ ろ う。 これ は ロ シ ア語 で 〈陛 下 〉 な い し 〈貴 殿 〉 の 意 の よび か け 。 〈m>

の 字 体 がみ られ る。 そ の 臼 シ ア語 の 右 下 に3列7段 に わ た りロ シ ア文 字 に

よる イ ロハ が書 か れ る。1列 か ら3列 へ の順 で 引用 す る と,〈ipoxaH[i]xo
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xeToＬUipiHypyoBaKaＬioTapecoUyHeHa>と あ り,第1段 には 虫食 いが

あ る が,他 との 関 係 か ら[]内 の 文 字 が 推 定 さ れ る。 〈m・11>の 文 字,

さ らに 〈ヨ〉 は 〈io>と あ り,こ れ は あ る いは 〈命〉の つ も りか も しれ な い 。

第3に ロ シ ア 語 の 下,紙 中 央 部 に 〈6eo・ 」 び や う〉 とあ る。cf.裏 表 紙 裏

書 き込 み。 ロ シア 文 字 に よる署 名 以下 こ こ迄 す べ てペ ソ 書 きで 認 め られ る。

さ らに 本 を も との 状 態 に も どす と,ち ょ う ど ロ シ ア 文 字 に よ る イ ロハ の 第

2段 に重 な って,う っ す ら とエ ン ピ ッ に よ る ロ シ ア 文 字 の 書 き入 れ が み え

る。 〈MYHMHMbro>の よ うに筆 記 体 で 書 か れ るが,意 味 不 明 で あ る。 鉛 筆 に

よ る。(cf.ゲ ッチ ソ ゲ ン 浄 瑠 璃 本 書 き入 れ)。 第3に 遊 び紙 だ が,中 央 に う

す い朱 で 〈No457.〉 とあ る が,こ れ は お そ ら く別 筆 で除 外 して よ い。 の ど

にペ ン書 き2行 で か つ 草 書 で 〈勢 州 白子 若 套 」 亀 屋 兵 蔵 〉 とあ る。 〈州 ・白

・兵 〉 が異 体 字 も し くは書 き方 に お い て特 徴 的 。 その 左 上 方,紙 の 上 方 にペ

ン 書 きで 〈1<aMεHX命030>の 名 が 見 え る。 の どの 部 分 の 名 前 の ロ シ ア文 字

に よ る表 記 だ が,〈 ヒ ョウ〉 を 〈x命o-〉 と2母 音 で 長 音 を表 示 しな が ら,一

方 〈ゾ ウ〉 の 方 は ぐ30>と 短 母 音 で 長 さ を 無 視 して い る。 第4の 裏 表 紙 裏

は 雑 多 な 書 き込 み で,す べ て ペ ソ 書 きで あ る が,大 ま か に3種 に わ け られ

る。 その1は ロシア 語,2は 日本語 を ともな った その ロ シア文 字 に よ る表 記,

3は 洋 数 字 で あ る。 本 をの どを下 に み た て る と,上 方 に,3行 ほ ぼ 同一 の ロ

シ ア語 が み られ る。 第1行 は 〈MuaocTeBonrocynapbMoεMy>6第2行 は

〈rocyAapb>の 部 分 の 書 体 を い く分 か え て 同 文 〈MvailocTeBertrobynap5

MoεMy>。 第3行 は 〈MHnocTeBo口Focy月apb>の み。cf.表 紙 裏 書 き込 み 。

第2グ ル ー プ と して,第2行 ロ シア 語 の 左 に 〈6εo.」ビヤ ウ〉 と,第3行 ロ

　
シ ア語 の 右 に 〈MMa馬/百XfiKY>の2語 。 次 の 行,す な わ ち ロ シ ア譜 第3

行 の 下 に,<源 」rεHI,/爾 久/蒸 」口 合/x命 」 兵/十n3y>そ の 脇 た て に 〈10/

Ma/Io>と あ る。 次 の 行 は 〈長 」Tgo/皿o」 庄 〉 とあ り,次 に く101001000

1000100000>の 洋 数 字 が あ り,〈10>の 右 上 に 〈n□y>,〈1000>の 上 に

〈X服y>と あ る。 洋 数 字 の 後 に 〈拾 」n3y>そ の 左 下 に 〈五ro>,次 に くM令 」
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明〉,〈10ヨ 〉の語 が あ る。 さい ごに の どの所 に 〈10.100.1000.10000.

100000>と 洋 数 字 が あ り,〈10>の 下 に 〈十 〉,〈100>の 下 に 〈百 〉,

〈1000>の 下 と上 に 〈千 〉 と計2字,〈10000>の 上 に 〈壱 万〉,〈100000>に

〈百万
{ママ)〉とあ る。 こ こで光太夫 は擁音 と長 音 の表記法 に頭 をひね って い る様

子 が うか が え る。 な お上 の3行 の ロ シア語 だ が,〈MOεMy>は 与格 ゆ え,そ

の前 の主格 形 〈MHnocTeBotirocynapb>と は 文法 上 あ わな い。 表紙 お よび

遊 び紙裏 の 名前 の表 記 に お いて,長 音 の 表記 が2分 して お り,上 記 もふ く

め て,こ の時期 にはかなの表記法 がや や不安定 であ る こ とを,こ の資料は語

って いる。

9.本 資料 は 『北瑳 聞略 』 に附 されてい る地 図 の1枚 であ り,す べて文 字

は ロシア文 字 に よって書 かれて いるが,す くな くともこの うち地名 お よび短

文 の書 き手 は光太夫 と筆者 は考 える。 この前提 にた って以下の記述 をすすめ

る。写 真13参 照。 本資料 の大 きさは縦48.6cm横73.2cm。 資料 自体の問題

は別稿 にゆず るが注14,こ の地 図 は写 しであ り,し たが って も との図 に文 字

の形 ・表記等 は依 存す るであ ろ うか ら,ど れ ほ ど光太夫の 自由意 志が加わ っ

て い るか,彼 の手 ら しさ がわ か るかは や や疑 問 であ る。 こ こでは 次の2点

を指摘 す る。① 地 名 の表記 に おい て18世 紀 風 の草 書筆 記体 が散見 し,こ れ

らが割合 きちん とかかれ てい る。文字 の素養 を有 す る者 の手 と思われ,単 な

る模 写 とは考 え られない。 これ に反 し,② ロシア語 の短文 中,文 を途中で 切

った り,綴 りが誤 っていた りす る個所 がみ られ る。 この短文 自体 がやや古 風

な文語で あ る こと,し たが って模写 時 に書 き手 の理 解 を こえていた可能性 を

もち,こ の こ とが原 因ではな いか。①② につ き,光 太夫の手 であ って もそれ

らの事柄 とは矛盾 しない。 た とえば次の よ うな光太夫 自身の言 も考 えに入 れ

ておかなければ な らない。加藤 曳尾庵 『我 衣』巻 四注15に 次の ようにあ る。

○ 幸太夫,横 文字 読候義 も書候事 も,鍛 錬の趣 に候へ共,彼 国の横文字

は,文 字は 覚へ候得共,読 み方違 い候得ば,不 読 よ し申候。

さらに伴信友 に よる光太夫 の談 話筆記注16に こ うあ る。 信友 が問い光太夫 が
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答 える。

○ 問 本 朝 に て平 生 の談 話 の詞 手 翰 俗用 の 文 章 また書 籍 に記 す文 に も其

体 異 な るが あ り 彼 国 は い か に 光答 て 云 彼 国 も専 回 し事 也 故 に 某

彼 国 の 平 常 の 談 話 の 詞 又 物 ノ名 な どは あ ら ま し覚 えた るが こ と くな れ と

も書 籍 は よみ と く可 能 は す 平 話 の こ と く書 きた る もの は おほ かた推 量

して 意 を得 る事 もあ り

この 率 直 な こ とば は,彼 の 死 の3年 前 で あ り,光 太 夫75才 の こ とで あ っ

た注17。

10,市 川 岳 山国,諸 家 賛 の 本 図 は 大 き さ縦140cm横127cm。 図rpに 光

太夫 の書 蹟 が 模写 され て い る。 鷲 ペ ン を手 に して 今 文字 を 書 きお え た よ う に

光 太夫 が 描 かれ,左 手 で もつ 紙 には 〈EHyBaPb.」Aabi.Koo.〉 とあ る。 書 体

を よ く似 せ て 書 い て い る と思 わ れ,第1行 の 〈B>は18C風 の ヴ ャ リア ン ト

〈ロ〉 が使 わ れ,署 名 の 第1字 は 活 字 体 の 大 文 字 で あ る。 この ロ シア語 の 単

語 は 〈fiHBaPb>の 意 す な わ ち 〈1月 〉 の 意 で,〈 新 元 会 〉 にち な ん で書 い た

と思 わ れ るが,そ の綴 りに つ い て は やや 問 題 が あ る。 村 山七 郎 は,結 論 的 に

い え ぱ 〈古 い ロ シ ア 語 〉 の 〈FeHBaPb>な い し 〈教 会 ス ラ ブ 語 〉 の

〈genuara>の 当時 の 実際 的 な 発音 と して い る注18。あ るい は亀 井 高孝 は光 太 夫

自筆 の 唯 一 の ロ シ ア 単 語 と して 珍 重 しな が ら も,綴 り字 を 誤 り と して い

る注19。 しか し筆 者 は 次 の よ う に考 え る。1806--22年 刊 の ロ シ ア ・ア カ デ

ミー 辞 典 注20に は 〈reHBapbあ るい はflllBapb>ま た 別 形 〈IAHmyapVti>を も

ち,こ れ は ラテ ン語 形 だ とい う。、1847年 の 教 会 ス ラ ブ語 ・ロ シ ア語 辞 典 注21

も 同様 で あ る 。Dar(1912年)注22で は ほ ぼ 同 じだ が,〈HHyapiti/iaHyapita>

の綴 りを の せ る。 い ず れ も,ラ テ ン語形 か らの 別 形 が古 くあ った こ とを伝 え

て い るわ け で,光 太 夫 の 示 す 〈EHyBaPb>は 語 中 に 〈y>の 要 素 が 含 ま れ て

い て,こ の 音 は か な り明確 に耳 に達 して い る筈 で あ るか ら無 視 す るわ け には

い か な い 。 よ っ て,〈-y-〉 を 含 ま ぬ 〈reHBaPb>を 書 い た の で は な く,

〈HHHyapita>あ るい は 〈AHy6piti>(ia・=fi)の 方 を書 い た もの で あ ろ う。(も っ
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と もVasmer注23は 〈reHyapb,reHyapMM>の 形 もか か げ る か ら この 形 の 別 形

と も考 え られ る が)。'語 頭 の 〈E>は,〈fi>が 無 ア ク セ ン トの 場 合 〈e>に 似

る音 で あ る こ とか ら,〈fi>を 〈e>と 光 太 夫 が綴 った,さ らに語 中 の 〈B>は ,

〈y>と 〈a>の わ た り音 を 聞 き とっ て,光 太 夫 が こ う綴 った の で は な い だ ろ

う か。 む ろ ん,〈reHBaPb>〈 朋BaPb>の 綴 り中 の 〈B>に も影 響 さ れ て い る か

も しれ な い し,さ らに ぐPb>の 語 尾 も これ らの綴 り との 混 同 な どが あ る と

考 え られ よ う。 要 は,光 太 夫 が きい た の は ラテ ン語 形 に 近 い方 の 発 音 で あ っ

た ろ う とい うこ とで あ る。 な お本 書蹟 は,光 太 夫 自筆 の 唯一 の ロ シア単 語 と

亀 井 高 孝 は 指 摘 した が,後 述 す る よ うに 他 に1例 〈rpaΦる〉 の 文 字 が早 稲 田

大学 図 書 館 に残 って い る(下 に述 べ る38.)。 だ が,光 太 夫 が ロ シ ア 語 の 単 語

を ロ シ ア文 字 で残 して い る こ とは,や は り依 然 と して珍 しい こ とで あ るの に

か わ りは な い で あ ろ う。

11.未 見 。 写 真18参 照 。 『あ け ぼ の 』 に よ れ ば ,大 き さ縦29.Ocm横

46.5cm。 中 央 に大 き くロ シア 文 字 で 〈ΦyK)KiK).[福 寿]〉,そ の 下 に小 さ く

<丑abl.Koo.[大 光]〉 。 右 端 に 〈文 化 九 申 歳 五 月 吉 日」 大 光 書 」 六 十 弍 歳 〉

とあ る。 〈福 〉 を 〈ΦyK-〉 と綴 る こ とに 注 意 せ よ。cf .12.〈 ΦYKY-〉。 普通 の

発 音 の 際 〈フ ク〉 の 〈ク 〉 の 母 音 は脱 落 しや す く,〈 ΦyK-〉 の 綴 り字 は これ

を反 映 した もの で あ ろ う。

12.未 見。 『好 古 類 纂 』 第 十 一 集 注24に 次 の 一 文 と と もに2ペ ー ジ分 折

り込 み の 複 製 をの せ る。 写 真19参 照 。 原 寸 の 記 載 は な い。

○南本き書する所の欧字 寺崎遜

幸大夫は天明年間漂流 して露西亜国に至 り寛政四年に帰朝せ し者なるが

露国滞在中に其言語に通 し其文字を学び帰 りて後乞者あれば書 して之を

与へけるよし則ち余が家其一通を蔵せり而 して幸大夫の子亀次郎は資性

書を嗜み博く群籍に捗る号 して梅陰先生 という此幸大夫の善後また梅陰

の手記を附せり今其文を写 して此に出す因に江東長命寺境内息軒安井先

生撰する所の梅陰先生大黒君碑銘ありこれもまた一通を写 して後に附 し
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以て幸 大夫父子の奇行 を拡 むるの料 と為す

複製 に よれば,書 は中央 にロシア文字 で大 き く<ΦyKy》Kilo.[福寿]〉とあ り,

その下 に 〈ふ く寿〉 と日本 語 を付 す。cf.11.<<PYK-)Ki}o>。 さ らに下 に1行

をな して左 にロシア文字 で小 さ く<na61.KOO.〉 右 に 〈Aabi.KOO.〉 とあ り,

す ぐその下 にそれぞ れ 〈大光〉〈大光〉 と日本語 を付 す。 左端 には 〈文化 九

牛歳六 月吉 日」大光書 」六十 弍歳〉 とあ り,さ らに右端 に 〈福 寿 四枚の 内

大光〉 とあ る。 この書 は,① ロシア文字 の下 に対 応 す る 日本文字 が添 え られ

る,② 〈大 光〉 の ロシア文 字が2度 くりか えされ る,③ 左 端 に説 明書 きの

ような一文 があ る,の 特徴 を有す る。② については,一 方の頭文字 を小文 字

筆 記体,他 方 のそれ を大文字筆記体 で書 き,書 体 の変化 をみ せつけ よ うと し

てい る とも とられ る(こ の点 につ いて は後述 す る)が,し か し2度 も名 を

書 くのは やは り特異 であ る。③ につ き 〈福 寿〉 は まさに この字 の右 に位 置す

るロシア文字 の漢字表 記 にちがいない。次の 〈四枚の 内〉 は,光 太夫 が某 か

某 々か に4枚1セ ッ トと して この ような書 を書 き与 えた,そ して この書 は

その うち の1枚 で あ る とい う こ とだ ろ うか。他 に類 を見ず,そ の意 味 は正

確 には分 らない。

この書 の全体の文字 は,そ の書 き ぐせ等 か ら見て,光 太夫 の手 と思われ る

が,複 製 ののちに海陸 に よる次の一文 があ って,こ の書 を真筆 とみて い る。

梅陰 の文 章は,光 太夫 につ き語 る ものがほ とん どない こ とか ら貴重 で あ るゆ

え,や や長 いが次に全文を引用 してお く。引用文 中闘字 はその ままであ る。

此 一 幅者。 我先考 之所 書也。、先 考誰幸 大 夫。 響勢 州若 松 邑人 。 家世 農

夫 。 出嗣叔父之家。以船 梢為業。家号大黒屋。船名神 豊丸。天 明二年,

壬寅十二月十三 日。開帆 白子。達江戸。路経遠 州海 。疾風暴 至。 梢断舵

折。 漂 流八 月。 明年,癸 卯,七 月。 達北 亜 墨利 加 之属 島,亜 弼 止伊 杜

加。 以此島。又隷俄羅斯 国。其 国人常 来漁海 狸。 即託 其人。 居四年。遂

与達 英国。又居九年。或為食客。或 為官 妓。険阻難難 備営 之。慕 国之情

自益 切。固請英 国官。還本 国。許 之。 迷宮使及 国人護i送之。以遠蝦夷禰
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模魯。実我寛政 四年,壬 子,九 月三 日也。初発 自子 時。乗者 十七人。而

終於 海上者一人。終於 彼 国及 島者十 一人留於彼国者二 人。而 得護 送者財

三 人。 日先考。 日磯吉 。 日小市。灘 明年,癸 巳,五 月七 日。与彼 国人開

帆禰模 魯。 六月廿 日。達 於松前。而 寓於 侯客舎。先是侯 告事於 江戸。 故

宮使憲富村上石 川両君。 来松前而幹事。七 月十六 日。従両君。発松前。

八 月十七 日。達 江戸。寓 雑楕円外之 官 邸。九月十八 日。添蒙 上臨

潮干吹上苑中。故 執政 白川源公。侍 医桂川吾等。侍簾 前。 以問彼 国事。

而具 以其所 見聞 対之 。六 年,甲 寅,六 月。賜 居 千番 街 官 園 中。及 月

俸。 文化九年。壬 申,二 月†{一日。諸 官薙髪。 而不許 更名。文政十一

年,戊 子,四 月十五,死 。行年七十八。 葬干本郷元街。興安寺。法 諺日

道警。 先考在彼 国也。到 其 国都。見 干真玉。諸共風俗。通其言語。学其

文字。後 帰而在 官 園中也。偶来者迄文字 者。其 所拒而書与之。頃 日。

井上 子孝。 得此一幅干骨 董舗。 携来乞序一 言。 予少長丁質竪問。 目不知

一丁字
。 固辞不 可。乃附 一言以還之。 干時嘉永 二年,乙 酉,四 月。亀次

郎記。

以上 か ら,お そ ら く寺崎遜 の 有 して いた この書 はかつて井上 子孝注25が骨 董

屋で入手 した ものであ る。彼 は これを梅陰 に見せて一 言を得,以 来 この書 に

添 えて所 有 していた と思わ れ,寺 崎 は この一言 ともども光 太夫書 をその後所

有 して いたのであろ う。現在,こ の書 も梅 陰の この添 え書 きも所在 は不 明で

あ る。

13.写 真22参 照 。 大 きさ縦33,1cm横45cm前 後。6行 にわた り次 の

ように ロシア文字 で イ ロハ と洋数字 を記 す。〈ipoxaHblxoxεTo,qblpbl=」ム
HypYoBaKa.10TapEco=」HyHeHa.paMyyblHoo=」KYfiMaKεdiYKOεT6.

a=」caKblK)MεMbl皿ibl.exb!Mo=」cε)KyK命.12345678910111213.〉 注26

次 に 右 下 に 〈Aabl.Koo.[大 光]〉 。 右 端 に 〈癸 酉 冬 大 光 書 六 十 三 歳 〉。 イ

ロ ハ を い う ロ シ ア 文 字 の 書 体 は きわ め て 飾 りが 多 く,さ ら に 大 文 字 か 小 文 字

か の 判 別 に く る しむ 場 合 が 多 い が,し か し総 体 と して は18世 紀 風 の ロ シ ア
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書 体(写 真21参 照)il…27と光 太 夫 自身 の 書 き癖 とさ ら に毛 筆 に よ る た め に 独

得 の 書 体 とな った もの で あ る。 この 独 得 の 書 体 は,ロ シ ア にあ って ロ シア 語

を記 す ときに は あ らわ れ て お らず,帰 朝 後,揮 毫 の 折 々に形 を な して い った

書 き風 とみ られ る。 〈イ 〉 は 〈i>と 表 記 され る の に イ段 の 表記 で は 〈bl>が

用 い られ る点,同 一 文 字 の ヴ ァ リア ソ ト 〈e/ε〉 が書 きわ け られ て い る点 に

注 意 。

14.写 真23参 照 。 大 き さ縦36.4cm横90cm前 後 。 も と縦31.2cm横

43.2cm前 後 の2枚 の 書 蹟 に裏 打 ち をほ どこ し,か つ 四 周 に補 強 紙 をは りつ

け て1幅 に 仕 立 て た もの で あ る。 左 の1枚 に は,ま ず 左 上 に ロ シ ア 文 字 で

や や 小 さ く<HaHb》KaHb.〉 中 央 に大 き く<>Kilo.〉 とあ る。 〈南 山 寿 〉 で あ

る。 大 文 字 〈H>を 〈N>と 書 くこ とに注 意 。 右 下 に 〈八abl.Koo.〉 とあ り,

右 端 に 〈巽 西 冬 大 光 書 」 六 十 三 歳 〉 とあ る。 〈且ahl.〉 の 〈凪〉 は 筆 記 体 の

大 文 字 。 右 の1枚 で は 大 き くロ シ ア 文 字 で 〈qypy.[鶴]〉 とあ る。 下 に

〈icε.nabl.Koo.[伊 勢 。 大 光]〉 とあ り,右 端 に は 〈癸 酉 冬 」 大 光 書 」 六 十

三 歳 〉 とあ る。 地 名 の 〈icε〉 は 他 に も見 え る が 綴 りが安 定 して い て い る。

〈Aabl.〉 の 〈n>は 小 文 字 の 筆 記 体 。 こ れ らの ロ シ ア 文 字 に よ る 日本 語 表 記

は,前 項13の イ ロハ の 表 記 に よ って 読 み と くこ とが で き る。 な お この14で

は,〈 ン〉 を 〈Hb>で 綴 るが,光 太 夫 にあ って は い わ ゆ るjers〈s/b>の 文 字

と して の 区別 が ど うや ら暖 昧 で あ っ た よ うで,さ らに 当時 の筆 記 体 で の書 き

分 け が ロ シ ア人 で もや や い い か げ ん と見 られ る こ とか ら,に わ か に判 断 す る

こ とは む つ か しい が,文 字 の 上 か ら は光 太 夫 は 〈ソ 〉 を こ こで は 〈Hb>と

綴 った と して お く。 本 来 は 〈Hb〉 と綴 る べ き ところ。 また 〈山〉 を 〈)KaHb>

と くジ ャン〉 の よ う に綴 り,次 の 〈寿 〉 を 〈)相田〉 と綴 っ て,ザ 行 とジ ャ

行 を 同 じよ うに扱 う。 後 者 は本 来 〈)Kro>と2字 で綴 る べ きだ が,〈D音 が

添 え られ て い る。

15.一 写 真24参 照 。 大 きさ縦31cm横48cm。 ロ シ ア 文 字 は前 項14の 右

の1枚 と同 じ。 す な わ ち,〈 口ypy.[鶴]〉 と大 書 し,そ の 下 に くicε.AabE.
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Koo.[伊 勢 。 大 光]〉 とあ る。 〈nabl.〉 の 〈n>も 同 じ く小文 字 筆 記 体 。 右 端

に 〈文 化 十 壱盛 秋 」 勢 州 白子 産 」大 黒 屋 光 太夫 書」 六 十 四 歳 〉 とあ る。 〈白〉

字 が特 徴 的 。

16.未 見。 写 真25参 照 。 『あ け ぼ の 』 に よれ ば 白扇 子 に書 かれ て あ り,

大 きさ は縦31cm横 全 開48cm。 扇 面 に孤 状2行 で 〈1234567891011

12。」131415161718192030.〉 とあ り,そ の 右 側 に 〈丙 子 夏 勢 州 産 」

大 黒 光 太夫 書 」 六 十 六 翁 〉 とあ る。 〈大 黒 〉 との み あ る こ と,〈 翁 〉 とあ る

こ とに注意 。

17.一 一 写 真26参 照 。 扇 面 で,大 き さ縦17.7cm横48.5cm。 扇 の 上 端 に

金 筋 を有 し,扇 面 に は き ら ら を含 み,か つ 油 気 が つ よ い 。'中央 に 〈Hy.py.

Ka.Mε.[鶴 。 亀。]〉,下 に や や小 さ く<naLI.Koo.[大 光]〉 とあ る。 そ の右 に

〈丑 夏勢 州 産 」光 太 夫 書 」六 十 七 翁 〉 とあ る。 〈Aabl.〉 の 〈」ll>は筆記 体 〈る 〉

で珍 しい。

18.未 見。 以 下 『あ け ぼ の』 に よ るが,大 き さ未 詳 。 写 真27参 照 。 ロ

シ ア文 字 で 〈Φy.Ky.)KT}o.[福 寿]〉 とあ り,そ の 下 に 〈ふ く寿 〉 と 日本 語 を

付 す。 さ ら に下 に ロ シ ア文 字 で上 の そ れ とあ ま りか わ らぬ 大 きさ の文 字 で

〈Aabi.Koo.〉 とあ り,そ の 下 に 〈大 光 〉 と 日本 語 を 添 え る。 右 端 に 〈福 寿

大 光〉 とあ り,さ らに左 側 に 〈大黒 光 太夫 書」 六 十七 翁 〉 とあ る。 さて,左

端 に は 草 書 に よ る2か3文 字 か が記 さ れ て い る。 この 文 字 は 難 解 で,専 門

家 に よれ ば 〈光 太 夫 〉 の よ うに読 み う る との こ とで あ る。 か か る草 体 に よ る

難 解 な文 字 は25に もみ え るが,他 に は あ ま りみ られ な い。 ひ とつ の 読 み と

して述 べ て お きた い。 な お この18は ロ シア 文字 も 日本 語 も同 じ太 さの筆(普

通 の あ る い はそ れ 以下 か)で 書 か れ た とみ られ,し たが って,料 紙 の 大 きさ

もさほ ど大 き くは な い の で は な か ろ うか。

19,桂 川 今泉 文 庫 中 の 資 料 で,桂 川 家 四 代 国端 補 周 の 所 有 で あ った。

薄 紙 に 扇 面 の 文 字 を 透 写 した もの で あ る 。 薄 紙 の 大 き さ は 縦27.4cm横

32.5cm前 後 。 左 右上 端 の きれ た扇 面 の 縁 ど りの な か に,2行 にわ た って文
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字 が あ る。 第1行 は ロ シア文 字 で 〈i'poxaHLIxoxaTo.。 〉 第2行 は 〈1234

5678910。 」11>。 右 下 に 〈Aabi.Koo.〉 。 右 端 に 〈戊 寅 冬 」 勢 州産 大 黒 光 太

夫 書」 六 十 八 翁 〉。

20.一 一未 見 。 亀 井 高 孝r北 瑳 聞賭 』 の 口絵 の 一 つ と して 写 真 が掲 載 さ れ

て い る。 大 き さ未 詳 。 写 真 は 横 長1枚 で 左 右 に 内 容 上 分 か れ る。 左 は ロ シ
ト

ア文 字 と洋 数 字 の み が7行 に わ た っ て か か れ て い る。 す な わ ち 写 真 で 見 え

る か ぎ りで は,〈ipoxaHLIxoxεTo.qblpBl=」HypyoBaKa.fit>Tapεco.」lly

HεHa.paMyyblHoo=」Ky.兄MaKε ΦyKoεTε.a二 」caKblK)MeMbl皿1bl.exbl

Mo=」cε 旅yK命.」123456789101112131415.〉 とロ シ ア文 字 は 草 体 が

書 か れ る。 右 下 に 〈Aabi.Koo.〉 の 署 名 。 本 資 料 は13に 酷 似 し,〈 イ ロハ ～

京 〉 の綴 りは 同一 とい って よ く,た ん に 数 字 が2つ 多 く書 か れ る の み で あ

る。 た だ 署 名 は13が 語 頭 を活 字 体 大 文 字 に ち か い 形 で あ るの に 対 し,こ ち

らは筆 記 体 大 文 字 で 書 か れ る。 つ ぎに右 の 写 真 だ が,ロ シ ア文 字 に よ るイ ロ

ハ が6行 で 書 か れ る。 左 の 写 真 の 文 字 と同 じ く草 体 だ が,や や 大 きい。 す

な わ ち 〈lpoxaHblxoxεTo.9blpbl=」HypyoBaKa.命Tapεco=」nyHεHa.Pa

MYYblHoo=」KY.flMaKLI[sic]ΦyKoεTε.a=」caKblrcbMεMblIIIbl.exblMo=

cε)KYK命.〉 。 右 端 に〈己卵 巻 勢 州 白子 産 」大 黒 光 太 夫 書 」六十 九 翁 〉とあ る。

本 資 料2つ と13は,〈 イ ロハ ～ 京 〉 の 文 字 の配 分,す な わ ち行 の か え 目撃 が

同 一 で あ る こ とに注 意 。

21.写 真28参 照 。 大 き さ縦36.Ocm横50.8cm前 後 。 軸 装 。 大 き くロ

シア 文 字 で 〈qypy.[鶴]〉 とあ る。 下 に小 さ く<icε.Aabi.Koo.[伊 勢 。 大

光]〉。 右 端 に 〈己 卯 秋 大 黒 光 太 夫 書 」 六 十 九 翁 〉 とあ る。 本 資 料 は ロシ

ア 文 字 の 部 分 が14の 右 側 お よび15と 同 内容 かつ 同体 裁 で あ る が,署 名 中,

〈大 〉 を本 資 料 が大 文 字 活 字 体 で 書 くの に対 し,他 は 小 文 字 筆 記 体 で 書 く点

が こ とな る。 な お本 資 料 は亀 井 高 孝 に よ り 〈墨 痕 淋 滴,雄 渾 な る筆 致 は,い

まは や りの オ ブ ジ ェ とか前衛 書 道 の よ うな技 巧 に走 って いな い だ け に味 わ い

が深 い〉 と評 さ れ た。 箱 書 きに は さ らに くロ シ ア文 字 つ る 昭 和 癸 卯 新 春
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亀井 高孝 」 七十 八 翁 〉 とあ る。

22.写 真29参 照 。 大 き さ縦24cm横9cm前 後 。 上 か ら8cmの と こ

ろ で折 っ て あ った ら し く,そ の 下 の 部 分 に5行 仮 名 と漢 字 の み を 有 す る。

す な わ ち 〈い ろ は にほ へ と右 」 ゑ ひ もせ す 京迄 」 己卯 秋 」 光 太 夫 書 」 六 十 九

翁 〉。 現 在,大 本 の 『漂 流 船 実 録 』注28の 末 に糊 づ け さ れ て い る が,お そ ら く

20の 右 の 書蹟 の よ うな もの に添 え書 き の ご と き もの と して 添 付 して あ った

の で は な い か と推 量 さ れ る。 しか し光 太 夫 の 仮 名 書 跡 と して 貴 重 とい え よ

う。

23.未 見 。 写 真30参 照 。rあ け ぼ の 』 に よ れ ば,大 き さ縦32.Ocm横

46.5cm。 ロ シア文 字 に よ る 〈イ ロハ ～ 京 〉 と洋 数 字 を7行 に書 く。 す な わ

ち 〈i'poxaHblxoxεTo.qblpbl=」HypyoBaKa.念Tapεco二 」UyHεHa.paMy

Yb1HOO=」Ky.flMaKεthyKOeTε.a=」CaKHK)MεMbl][llbleXblMO二 」Cε》KyK命.」

1234567891011.〉 。 ロシ ア文 字 に よ る署 名 は な い。 右 端 に 〈壬 午 冬 勢 州

若 松 産 」 大 黒光 太 夫 書 」 七 十 二 翁 〉 とあ る。

24.一一一 写 真31参 照 。 大 き さ縦33.4cm横44.2cm前 後 。 料 紙 よ り も大 き

な紙 に裏 打 ち さ れて 仕 立 て な お され て い る。右 端 の文 字 が 切 れ て い る こ とか

ら も とは表 装 さ れて い た もの を切 りは が した もの で あ ろ う。 上 方 に ロ シア文

字 で や や 小 さ く<HaHb)KaHb-,[南 山]〉 とあ り,次 に大 き く<)KVro.[寿]〉

とあ る。 ロ シア 文 字 の 署 名 な し。 右 端 に3行 あ って 第1行 は 右 側 が 切 れ て

い る が充 分 よめ る。 す な わ ち 〈甲 申春 勢 州 白子 産 」 光 太 夫 書 」 七 十 四 翁 〉。

cf,14左 。

25.未 見 。 写 真32参 照 。 『あ け ぽ の 』 に よ れ ば 大 き さ 縦23.2cm横

33.5cm。 上 に や や 小 さ く<HaHb}KaHb。 〉 とあ り,す ぐ下 に 〈な ん さん 〉 と

読 み を そ え,中 央 に大 き く<)Kilo.〉 と書 く。 そ の 下 に 〈寿 〉 と読 み を そ え

る。 右端 に全 体 の 読 み であ る 〈南 山寿 〉 とあ り,つ い で や や間 を お い て 〈甲

申冬 勢 州 白子 産 」 大 黒 光 太 夫 書 」 七 十 四 翁 〉 とあ る(cf.26)。 さ らに 左 端

下 に3か4文 字 の 草 書 が あ る が,難 読 き わ ま りな く,専 門 家 の 意 見 に よれ
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ば 〈大 太 夫 奉 〉 で は な い か との こ とで あ るili29。た だ や や 問 題 が あ り,今 後

の 課題 と した い(cf,18)。14左 お よ び24は 同 内 容 だ が,本 資料 は ロ シ ア 文

字 下 に 〈なん さん ・寿 〉 と,さ らに右 端 に 〈南 山寿 〉 と全 体 の読 み を付 す る

点 が こ とな る。

26.未 見 。 写 真33参 照 。 『あ け ぼ の 』 に よ れ ば 大 き さ縦22.8cm横

34.Ocm。 中央 に大 き く<llypy.〉 とあ り,下 に 〈つ る〉 と読 み を付 す。 右

端 にそ の漢 字 表 記 〈鶴 〉 の 一 字 が ま ず書 かれ,つ ぎに く乙 酉 夏 勢州 白子産 」

大黒 光 太 夫 書 」七 十 五 翁 〉 とあ る。 ロ シア文 字 に読 み を付 しさ らに漢字 表 記

を右 端 に示 す形 式 に お い て,本 資 料 は25と よ く似 て い る。

27.一 ー一写 真34・35参 照 。 軸 装 。 大 き さ21.2cm×58cm注30。 署 名 等 を 含

め れ ば20行 に漢 字 と片 仮 名 の み が 書 か れ て い る。 す な わ ち 闇 字 を そ の ま ま

に して,ま た 右 訓 を下 に移 して 引用 す れ ば,〈 魯 西 亜 中 興 国王 」 伯 多

禄 帝 八 十 八 齢 賀 伊 西 彼 尼 」 亜 国 主 花 鳥 画 寿 扇 一 握 進 」 献 ス 当女 主 」
イ ス ハ ∴ ア

亜瓦徳利納 亜烈起痩納六」十一齢賀復尊崇ス以来城」櫻二封寿ス然而予
ア カ ア リ ナ0 ア レキ セウナ ト

請帰 国」 則予 本邦 送還 スルヲ」惜 ノ、不得 止奏 達ス 不顧 」 女主 赦ス 乞 暇時 楼

上二」居座 シ 予 ヲ 召予ヵ 掌上 二」女主 自ラ 寿扇 ヲ 載膳賜 ス」予 稽 首拝受ス 早

」予帰 本邦 」 公都 被 封嬢 子橋御 厨 」 其 後夜 番 町 御 薬 園守 二」移 ル予

七十七齢賀彼為券」扇尊祝 者也」 九 月九 日 幸太夫誌」 大 国(花 押)〉。

〈大 国〉の末 には 〈七十 七〉 が花押様 に誌 されて い る。 この文字 は言 うまで

もな く<蕊 〉字 を もかねていて,し たがって 自己 の年令 とともに 〈蕊寿〉の

〈七L七〉 すなわち 〈喜 び〉 もあ わせて示 す ものであ ろ う。 本資料 は光太夫 の手

の ように筆 者 には思わ れ る。 そ うで あれば,文 中 よ り77才 の 筆,す な わち

没前1年 の手 とい うことにな る。文政10年(1827)9月9日,重 陽の際,揮

毫 した。 内容 につ き一言 す る。要 点 のみ を記 せば,ピ ョー トル大帝 が88才

の祝 いの折 スペイン国王 か ら花鳥 をえがいた扇 を もらった。今の女王 エカテ

リー ナ ・ア レクセ ー ヴナ も61才 の祝 いに際 しこれ をまた愛 で,以 来城 内 に

か ざってあ った。光太夫 は帰 国の赦 しを得 た折,女 王手 つか らの扇 をはなむ
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け と して受 け とった 。 光 太 夫 は帰 朝 し,幕 府 に よ りは じめ雄 子橋 の御 廟 に,

っ い で 番 町 御 薬 園 に 居 を定 め られ た。 光 太 夫 も77才 を賀 して この 扇 を愛 で

て 祝 った,と い う こ とか。 ピ ョー トル は1672年 生 れ1725年 没 ゆ え,88才 ま

で は 生 きな か った。 エ カテ リー ナ の祝 い に つ いて も伝 聞 で あ ろ うか。 光 太 夫

が エ カ テ リー ナ(1729-96)に 謁 見 をゆ る され たの は1791年(寛 政3)だ か

ら女 ヨ三は62才 か。 この 扇 に つ い て は 未 詳 で あ り,女 王 自 ら下 賜 したの は 『北

援 闇 路 』 に よれ ば か ぎ タバ コ入 れ で あ った 。 前 後 に扇 の 記 述 は 見 あ た らな

い 。 帰 朝 後 の 住 い は この通 りで あ る。77才 の 祝 賀 に つ い て は 知 られ て お ら

ず,む ろん 規 模 も性 格 も未 詳 で あ る。 あ る い は 家 族 内 だ け の こ とで あ った

か 。 最 近 の 資 料 に よれ ば注31,伴 信 友 が 光 太 夫 に 面 会 した の は 文 政8年

(1825)11月10日 で あ り,光 太 夫 は75才 と答 え た 。 こ の 祝 い の2年 前 で あ

る。 本 資料 中 重 要 な 点 は上 述 の,① 扇 をは な む け と して受 け とった こ と,②

77才 の 祝 い を した こ と,さ らに③ と して 〈幸 太 夫 〉 の 署 名 お よび そ の 後 の

〈大 国〉 さ らに 花押 様 の 〈七 十 七 〉 の存 在 で あ る。 〈大 国 〉 は 音通 お よ び好 字

の ゆ えの 用 字 で,す な わ ち 〈大黒 〉 で あ る。 な お,光 太 夫 は禿 筆 を使 った ら

し く,文 字 の は ね や は らい に か す れ や さ き割 れ が み られ る。 自分 の 名 前 の

〈幸 〉 字 の 書 き方 に 注 意 せ よ(写 真 参 照)。 同 じ く<太 〉 の 中央 の 点 は,『 算

術 入 門 書 』 中 の 署名 の 〈太 〉 と同 じ く,ぽ つん と丸 く打 って あ るの に近 い。

本 資 料 は い わ ば重 陽 の 折 の 光 太 夫 の 喜 寿 自讃 の 辞 で あ る。

28.写 真36参 照 。 腰 屏 風 の 貼 りま ぜ 中 の 扇 面 。 大 き さ縦16.5cm横

44.Ocm。 上 下 と も墨 色 の端 を もち,扇 面 は柿 渋 か 油 か で うす 黄 色 を 呈 す

る。 第1行 に 〈V。po二xa。IIH.xo.xe.TO.〉 とイ か ら ト迄 イ ロハ を,次 の行 に

〈1。2.3=4=5二6,,7。8二9=10.〉 と洋 数 字 を書 く。 数 字 は 書 き方 の 様 が 今 日 と

こ とな る こ とが よ くわ か る。 左 端 に 〈Aabi,Koo.〉 の 署 名 で頭 文 字 は活 字 体

大 文 字。

29.未 見 。 写 真37参 照 。 『あ け ぼ の 』 に よ れ ば 大 き さ縦12.3cm横

14.7cm。 紙 中 央 に ま とまる よ うに して,ま ず2段 に〈ΦyK。」京ilo>と あ る。
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cf.11〈 ΦyK-〉,12〈 ΦyKy-〉 。 ロ シ ア 文 字 の 下 に 〈フ 。ク 」 寿 〉 と読 み を付 す 。

丸 は 区 切 りを 示 す 。 ロ シ ア 文 字 左 腕 に 漢 字 表 記 の 〈福 寿 〉 を 示 し,ロ シ ア 文

字 右 下 に,斜 め に 〈大 光 〉 と署 名 が あ る 。

30・ 写 真38参 照 。 以 下30～32の3点 は 同 一 人 の 所 蔵 。3点 と も軸 装 。

大 き さ 縦27・8cm横30・8cm。 ロ シ ア 文 字 の み で,{ま じめ2行 に わ た り 〈k

po.xa.Hfi.=」xo.xε.To.〉 とイ ～ トを 書 く。 右 下 に 〈Aabl.Koo.〉 の 署 名 が

あ り,頭 文 字 は 大 文 字 筆 記 体 。 この 資 料 で は 〈二 〉 に 〈Hfi>と あ て る こ と

に 注 意 。 他 は 多 く<二 〉 に 〈Hbl>を あ て る 。 ま た 〈fi>は あ る い は く齢 か

も しれ な い が,他 に ほ とん ど例 が な く速 断 しか ね る。

31・ 写 真39参 照 。、大 き さ縦27.8cm横30.8cm。 ロ シ ア 文 字 の み で2

段 に 〈H.Ma.K8.Φy..」KO.ε.Te.〉 とヤ ～ テ を 書 く。 右 下 に 〈Aabi.Koo.〉 。

頭 文 字 は 活 字 体 大 文 字 の 初 筆 に か ざ りを も つ 。

32.一 一写 真40参 照 。 大 き さ 縦53.2cm横56.3cm。 二 段 に ロ シ ア 文 字 で

〈i.po.xa.Hva.,」xo.xε.To.〉 とあ り,左 下 に違 い 棚 の よ う に2段 に 〈Aabl.

KOO.〉 の 署 名 。 さ らに左 下 端 に 〈イ ロロ ニ ホ ヘ ト〉 と片 仮 名 が細 字 で 書 き 込

まれ て い る。 この 片 仮 名 は 光 太 夫 で は な く別 筆 か。 〈ハ 〉 の部 分 は 虫 喰 い で

読 め な い。 〈HH[二]〉 の 表 記 に注 意 せ よ。cf.30〈HB>。

33.一 未 見 。r河 芸 郡 史 』注33の 口絵 に み え る。 写 真41参 照 。 〈船 頭 光 太 夫

遺 筆 若 松 村 伊 坂 秀 五 郎 氏 所 蔵 〉 とあ る。 大 きさ未詳 。 写 真 に よれ ば ロシ ア

文 字 の み で2段 に 〈命.Ta.pe.co.,、 」qy.Hε.Ha.〉 と ヨ～ ナ を書 く。 右 下 に

〈nabl.Koo.〉 と名 が あ るが,頭 文 字 は筆 記 体 の小 文 字 で あ る。 この 書蹟 は様

式 が30～32に よ くに て い る。

34.一 写 真42参 照 。 縦i30.4cm横39.5cm。 料 紙 は か な り劣 化 が 進 ん で

い た もよ うで裏 打 ち が して あ る。 ロ シ ア文 字 の み で,ま ず 大 き く<PixaKy=

[リ ハ ク]〉次段 に や や 小 さ く<inToo』-XfinnεHb.[イ ッ トオ シヒ ャ ッペ ソ]〉

とあ る 。 右 下 に違 い 棚 風 に 〈Aabl.Koo.〉 の 署 名 で,頭 文 字 は 活 字 体 大 文

字 。 出典 は杜 甫 の 「飲 中八 仙 歌 」 の第6歌 か らで,〈 李 白一 斗詩 百 篇 〉 に あ
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た る。 この 資料 で は表 記 と方 言 の 点 が興 味 ぶ か い注34。まず,促 音 を 〈n>の

い って ん ば りで表 記 す る点 。 こ れ は どう や ら光 太 夫 の創 案 の よ うで,6の

『絵 本 写 宝 袋』 欄 外 書 き込 み には や くみ え る。 お そ ら く日本 語 の小 書 きの 促

音 表 記 〈ッ 〉 に 関 係 す る で あ ろ う注35。 〈鉱TOO[イ ッ トオ=一 ・斗]〉

〈xslAfleH■・[ヒ ャ ッペ ン=百 篇]〉。 つ ぎに 長 音 を 同 一 母音 文 字 の 連 続 で 綴 っ

て い る:〈i'nTOO>。 『絵 本 写 宝 袋 』 で は短 母 音 で 示 す 場 合 と同一 母 音 を重 ね

て綴 る方 法 の 萌芽 的 な場 合 とが み られ るが,前 者 が ま さ って い る。 しか し在

魯 中 の 〈x命030[ヒ ョオ ゾ=兵 蔵]〉 の 〈x命o>(資 料8),帰 朝 後 の 〈Aabi.

Koo.[ダ イ コオ=大 光]〉 の 〈Koo>(資 料10)の そ の 典 型 が み とめ られ る。

この 長 音 表記 法 もおそ ら く光 太 夫 の創 意 で あ ろ う。 第3に 〈シ〉 を 〈111>と

母 音 文 字 を脱 落 させ て綴 る。 この例 はr絵 本 宝 袋 』 に しば しば 出て くる。 第

4に 〈ソ〉 を 〈H5>と 綴 る。 『絵 本 宝 袋』 で は 〈HL>と 綴 る こ とが 多 く,後

者 の この 綴 り方 は ロ シア 語 的 で あ るが,こ こで は 〈肌 〉 と綴 るの は珍 しい 。

当 時 の ロ シ ア語 の 正 書 法 に お い て 〈b>は 主 に硬 子 音 で終 わ る場 合 に語 末 に

付 加 す る。 光 太 夫 は ロ シア 語 の 綴 りは いち いち 単 語 単 位 で覚 えた ら し く,上

の場 合 で 〈訂b>の 混 同 を生 じな い。 しか し帰 納 的 に この 両者 の 区 別 を理 解

して い な か った よ うに思 わ れ,し た が って,日 本 語 を ロ シア 文 字 で表 記 す る

場 合 に 〈司b>の どち ら をつ か うべ きか 迷 う よ うにみ うけ られ る。 しか し,

語 末 とい う意 識 か ら 〈-5>と 綴 った 可 能 性 もあ る。cf.36,37。 最 後 に 〈一

斗〉 を 〈諏oo[イ ヅ トオ]〉 の よ うに長 音 に発 音 す る の は光 太 夫 の 郷 里 の 方

言 と関 連 す る。 現 代 で も長音 と して 発 音 す る よ うだ。 以上 この 資料 は短 い な

が ら種 々の 興味 ぶ か い 点 を含 む 。

35.一 軸 装。 写 真43参 照 。 大 き さ縦32.5cm横36.5cm。 ロ シ ア 語 の み

で,は じめ3行 に 〈Mεirεuy月.TaTaMi..」Ilo.YεHbl.MagyHo.=JKarε.[メ イ ゲ

ツ ヤ タ タ ミノ ウ エ ニ マ チ ュノ カゲ=名 月 や畳 の うへ に松 の か げ]〉。

右 下 に違 い棚 様 に 〈Aabi.Koo.〉 とあ る。 頭 文 字 は 筆 記 体 大 文 字 。 出典 は榎

本 其 角 の 一 句 で 『雑 談 集 』注36所 収 。 〈ツ 〉 の 表 記 に2様 み ら れ る 。
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〈MeirεHy[名 月]〉 と 〈q>を 用 い る もの と 〈Magy[松]〉 の 〈9>を 用 い る

場 合。 光 太 夫 は 両 方 に ゆ れ る。 ま た文 字 くめ の 書 き方 が18C風 の ヴ ァ リア

ン ト 〈昆 〉 で,7の 浄 瑠 璃 本 欄 外 書 き込 み にみ られ る形 と同 様 で あ り,他 の

文 字 の 書 き様 も仔 細 に観 察 で き る資 料 で あ る。

36.写 真44参 照 。 白い和 紙 に書 か れ37と 同 じ体 裁 で 台紙 に窓 を あ け て

は め こむ。 大 きさ縦8.8cm横9.lcm。 や は りロ シア 語 の み で,37同 様 す べ

て お な じ大 き さ の 文 字 で 書 か れ る 。 は じめ3行 で 〈IOKycyεBa,Tara二 」

xa丑aΦypeH.6eH'iHo.」xaHb.[ユ ク スエ ワ タ ガハ ダフ レソ ペ ニ ノ ハ ソ]〉

とあ る。 右 下 に 〈Aai.Koo.〉 と名 が あ る。 前 者 の 出 典 は 平 賀 源 内 の 「神 霊

矢 口渡 」 初 段 中 九 条 揚 屋 の 段 の 冒頭 〈行 ク 木 工 は 誰 か は だ ふ れ ん 紅 の 花 。
べに

案 じ過 ゴ しを枕 に語 れ。〉 よ り。 大 系本 の 注 注37に よれ ば,〈 行 末 は 〉 は 『西
あん かた

華 集 』注38な どに み られ る芭 蕉 の 句 で あ り,紅 の 花 を遊 女 と見 た て て 下 へ 続

く とあ る。 第1行 の 〈誰 が 〉 は 〈TarM>の よ う に くa>の 筆 記 体 が 〈H>の

そ れ の よ う に 書 か れ て い る が,〈Tara>の つ も りで 書 い た もの で あ ろ う。

〈行 末 は 〉 の 〈は 〉 の 子 音 〈B>は18C風 の ヴ ァ リア ン ト 〈ロ〉 で 書 か れ る。

〈ソ〉 が 〈H>と 〈Hb>の2様 に書 い て あ る。 前 者 は 語 中 ゆ え 〈H>1字 で 綴

り,後 者 は 語 末 ゆ え 〈H5>と 綴 る の で あ ろ う。cf.34〈[百 篇]Xfin"εHb>。

も う一 つ の 解 釈 を の べ る。 専 門 家 に よれ ば 浄 瑠 璃 で 〈花 〉 は 〈は ん な 〉 の よ

う に擁 音 を付 加 して語 る場 合 が あ りil三39,ある い は この 〈は ん な 〉 の 〈ん 〉

を強 調 して 〈xa肌[ハ ン]〉 の よ う に綴 った 可 能 性 もあ る。 以 下 は筆 者 の考

えだ が,も し 〈は ん な 〉 で あ れ ば,〈 はん 〉 と2拍 で 綴 った の は,光 太 夫 に

お い て 〈行 末 は 〉 以 下 が,当 然 な が ら俳 句 と意 識 され て い て,最 後 の 行 を

5拍 で 止 め る た め に 〈は ん〉 と書 い た の で は な い か と も想 像 され る。

37.写 真45参 照 。 色紙 に書 か れ,台 紙 に窓 をあ け て は め こむ 。 大 き さ

縦11.5cm横10cm。 一うす 墨 色 に横 に雲 の よ うな紋 を もつ 色 紙 に ロ シ ア 文

字 の み で,す べ て 大 よ そ 同 じ 大 き さ の 文 字 で 書 か れ る 。 ま ず3行 で

〈KaMε.」口合)KrK)HO.Ka.」IKYbl.Haps.[カ メ チ ョオ ジ ュノ カ ズ イ ナ ル]〉
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とす る。 次 に 棚 違 い風 に二行 で 〈'iCε.nabl.」KOO.[伊 勢。 大 光]〉 とあ る。 前

者 は 〈亀 。 長 寿 の嘉 瑞 な る。〉 と読 め る が 〈HaPb>は 文 字 の上 か らは 〈ナル>
o

の よ うに語 末 で 〈ル〉 の無声 化 した もの とも とれ るが,光 太 夫 がjersを 混

同 しが ちであ る ことか ら 〈Pb>か も しれず,そ うであれ ば 〈リ〉 であ って,
O

〈ナ リ〉 す な わ ち 〈也 〉 か も しれ な い。 諸 書 で 〈ナ レ〉 と読 む が 正 し くな い。

出 典 は 今 の と ころ未 詳 と して お く。 綴 りの 上 で は 〈q命}Kilo>は,〈 長 〉 の 長

音 を 〈 〈ll10〉と 〈tsjo>の よ うに短 音 で綴 り しか も子 音 は 〈u>を つ か う。cf.

8に 〈長Tqo>〈 丞 口 合 〉〈兵x命 〉 の 綴 りが み え る。 〈寿 〉 は しば しば み られ

る よ う に 〈)Ki'ro>と 余 分 の 〈i>を 含 む 。 〈Ka}KYLI>の 〈ズ 〉 に 〈>Ky>を あ

て,こ れ も しば しば み られ る綴 り。 署 名 の 〈nabl>の 頭 は 筆 記 体 小 文 字 で あ

る。

38.写 真46参 照 。 大 き さ縦16.Ocm横31.1cm。 和 紙 に 書 か れ ,紙 の

中 央 に 〈rpaΦち.〉と 〈伯 爵 〉 を意 味 す る ロ シ ア 語 を 大 書 す る。 語 末 の ぐ

Φb>は 正 し く綴 られ て い る。 右 下 に違 い棚 風 に 〈瓜abl.」Koo.〉 と書 く。 頭

文 字 の 〈丑〉 は 活 字 体 の 大 文 字 。9を 除 き,ロ シ ア語 そ の もの を書 い た 例 と

して は,10と と もに きわ め て珍 しい。 この 〈rpaΦs>な る単 語 は光 太 夫 に と

り忘 れ えぬ 人 物 〈ア レキサ ソ ドル ・ア ソ デ レウ ィチ ・ベ ス ポ ロ ッコ〉 あ る い

は 〈ガ ラフ ・ア レキ サ ドル ・ウ ヲロマ ノ ウ ィチ ・ウ ヲロ ン ツ ヲー フ〉 に結 び つ

く。 こ とに 前 者 は 一 時 心 か ら う らん だ 相 手 で あ り,『 絵 本 写 宝 袋』 欄 外 書 き

込 み 中,黒 々 と消 した 文 字 は 〈r>で 始 ま り途 中 〈6>を 含 み,前 後 関 係 か

ら 〈疸 爵 ベ ス ポ ロ ッ コ〉 と書 い た こ とが歴 然 と して お り,こ の 〈rpaΦ五〉 な

る単語 と光 太夫の因縁 の深 さが,か か る書蹟 を残 さ しめたのであ ろ う。

4資 料の分類と内容

以下 は別稿 で述 べた ことと重複 す るが,ま とめの意味 を こめ て必 要点のみ

再述 す る。上 記 の資料 は まず時 間 に よって2分 しうる。 す なわ ち光 太夫 滞
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魯 中 の もの と帰 朝 後 の もの で あ り,こ の場 合 帰 朝時 の寛 政4年(1792)が

境 とな る。 しか し実際 には,資 料10と11の 間 に大 きな 時間 差 があ る点は 考

慮 の要 があ るだ ろ う。 その理 由づけ は別 に行 なわ ねばな らないが,こ こでは

と りあ え ず ① 滞 魯 時 か ら帰 国 直 後:資 料1～10,② 文 化9年 以 降:

11～27,③ 年 紀 な し:28～38,に 分 けて お く。 次 に資料 に あ らわ れ る文字

は,ロ シア文 字 と漢 字 ・仮 名 の 日本 の 文 字 の2種 とい え るが,資 料 と して

は◎ ロ シア文字 のみ,⑤ 日本 の文字 のみ,◎ ロシア文字 と日本 の文 字 の両方

を つ か う もの,の3種 で あ る。 内容 につ い て は全 体 か らみ て,従 来 いわ れ

て い る よ うに光 太 夫 は 書蹟 にか ぎれば め で た い文 字 や語 句 を 好 ん だ とい う

が,こ れ は追認 して よか ろ う と考 え る。 実際 は 次の よ うな 内容 に な って い

る。

① ロ シア語 の単語:〈EHyaPb>〈rpaΦ ち〉

② 洋数 字:〈1…13>

③ 日本語(漢 語 を含む)の 単語 等:

a)〈 福寿>

b)〈 南山寿>

c)〈 鶴>

d)〈 亀>

e)〈 松>

f)イ ロハ 〈イ… ス,京 〉

④ 日本語の文章(俳 句 ・漢詩 を含む):

a)〈 李 白一 斗詩百篇>

b)<名 月 やたた みの うへ に松 のかげ>

c)〈 行 く末 は誰 が肌 触 れむ紅 の花>

d)〈 亀,長 寿の嘉瑞 な る>

e)〈 魯 西亜 中興 国王 …〉
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5文 字感覚と到達点

上 に資料 中の文字 や その書 きぶ りにつ きこま ごま述 べた が,ま とめ てみ れ

ば次の よ うになる。光 太夫 は文字 の異体 を好 んだ。 さ らに 〈音通 〉や 〈好字〉

をた くみ に用 いた。 さ らにやや悪達 者 な書 きぶ りと遊 び心 が加 わ って,光 太

夫一流 の書跡 が残 された。 これ は 日本の文字 について も遺 墨 中の ロシア文字

について も共通 して い えるこ とで あ る。 ただ し,ロ シア文字 については,ど

うや ら滞魯 中の初期教育一 一おそ ら くはキ リル ・ラク スマ ソによる が よ

ろ しか った ら し く,す くな くともロシア滞在 中の ロシア文 字 は基本 に忠 実 で

あ り,時 と して達 筆の域 に達 して いる。 さ らに,今 日で も日本 人 に とりにが

てであ る ところの パン クチ ュエー シ ョンの初歩 すなわち文 末 に ピ リオ ドを う

つ こ とは徹底 して教育 された ようにみ うけ られ,ロ シア文字 を綴 る時 は終 生

これ を遵守 して いる。 ロシア文字 の形 は,帰 朝後 の揮毫 に際 し,デ フ ォル メ

を うけ て,と くに18C風 の ひげ か ざ り部分 が極端 には しるが,し か しよ く

観 察 す る とやは り基 本 は くず して いない。 文字 の形 は18C風 であ って,し

たが って当時 としては普通 の こ とが らであ った 同一字 のヴ ァ リアソ トが使わ

れ る。 この こ とは光 太夫の好 みにあ うことであ った。

光 太夫は ロシア文字 を ロー マ字 の よ うに使 って 日本語 を綴 った。 滞魯 中に

ま とま った文章 と して は2つ の例 が しられて い るに す ぎな い が,あ る いは

今行 方不 明 のr露 文 日記』注40と称 されて い る もの に も,ロ シ ア文 字 に よる

ロー マ字綴 りの文章 が含 まれて いるの ではなか ろ うか。 それは ともか く,そ

の綴 りの実際 において今 日で も方法 と して混乱 しが ちな点 でゆれ を生 じて い

る ものの まず まず成功 してい る。 と りわけ 促音表 記 に 〈n>1字 のみ を後 続

音 のい かん にかかわ らずす べての場合 に使用 す る とい う方 式 を用 いてい る。

これは光 太夫 の独創 と もい うべ きもので,表 音文字 に突如対 面 させ られた 江

戸期の 日本人 と しては,小 さか らぬ こ とであ った に違 いない。 高 く評 価 しう
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るで あ ろ う。

上 の様 な事 柄 が一 体 とな って,後 の 書跡 は彼 独 特 の 書 風 を もつ に い た っ

た。 ひ とつの 〈型〉 をな した とい うべ きであ るtl141。

光太 夫 自身 の署名 におけ る用字 の問題 につ いて も,上 述 の諸点 をお さ えて

おけ ば,理 解 の範 囲 内に あ る とい え る。光 太夫 自身 の基 本形 は漢 字表 記 で は

〈大 黒 屋 光 太 夫 〉 で あ っ た ろ うiＬEtl2。だ が,資 料 上 で は66才(文 化13年

1816)ご ろか ら 〈屋〉 をはず して 〈大黒光太 夫〉 と記 す よ うにな る。 その

際 年 令 の後 に 〈翁 〉 を付 加 す る。(例 外 あ り)。 〈音 通〉 お よび 〈好字 〉 の ゆ

え に,〈 光 〉 を 〈幸 〉,〈太夫 〉 を 〈大 夫 〉 あ るい は 〈大 輔 〉 と話 す こ とが あ

る。 また 〈大黒 〉 を κ大 国〉 とす る こ とが あ る。 そ こには 時の経 過 に したが

って一 方 か ら他方 へ一'方的 に変化 す る こ とがな く,と きに可逆 的 に用 い られ

る。 な お 〈光 太夫 〉 の用 字 には叔 父の名'〈幸太 夫 〉 が対 立 して い る こ とを想

起 す る必 要 があ る。 ロシア文 字 に よる表 記 はは じめキ リル ・ラ クスマ ソ あた

りか ら 〈navaKOKy班IC6naro>の 表 記 を一 義的 に与 え られ た と推 量 す る。 こ こ

で は長音 〈光 〉 を示 すの に ア クセ ン ト符 を用 い る。 この ア クセ ン ト符 つ きの
こう

綴 りと文 字 の形 ま で を光 太夫 はす くな くとも滞魯 中 は墨守 す る。 一 方,早 く

か ら 〈nanKo>の 表記 も有 した。〈光 〉 は長 音 を無 視 して こ こで は 母 音字1

字 で しか表記 され て いな い。 しか し帰 朝後 の遺 墨 では 〈丑abLKoo.〉 が基 本

とな って ゆ く。 す な わ ち 〈大 〉 の 〈イ 〉 は く齢 で は な く多 くの場 合 〈bS>
ダ ィ

を用 い る ようにな り,〈 光 〉 の長音 は母 音字2字 を重ね て 書 く。 しか も字 体
コウ

を活 字体 ・筆 記体 ・大文 字 ・小文字 を さま ざまに組 み合 わせ て,意 匠 的 に記

して い るの で あ る。 な お母 音 字2字 を重 ね て書 く方 法 は 早 く次 の 表 記 中 に

認 める こ とがで きる。 すな わち資 料8中 の 〈KaMε兄x命030.[亀 屋 兵 蔵]〉注43

の く一命0>の 部 分 で あ る。 た だ し ぐ30>は 長 音 を無 視 して い る綴 りで あ る

こ とに も注 意 せ よ。 ま とめ て記 せば,以 上 の ように署 名 の用字 法 につ き筆 者

は考 え る。
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6む す び に

光太夫の書跡資料はおそ らくまだこの先 に出現するであろう。 しか しなが

ら上で検討 しそれによって得た知見の枠を大 きくはずれることはないように

思われる。漂流 と滞魯経験さらに一国を動か しての帰朝 と,光 太夫の剛胆さ

と僥倖には 目をみはるばか りであるが,残 された資料を読み とくことによっ

て,言 語面か ら興味ぶかい光太夫像をわれわれはかいま見 ることがで きるの

である。
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注

1)各 資料 か ら得 た語 学 的分 析 の結 果 につ い て は 次の 別 稿 を参 照 の こ と。 本 稿 は こ

れ と対 を なす もの で あ る:岩 井憲 幸 〈大 黒屋 光 太夫 書蹟 資料 の 語学 的 側 面〉 「明治

大 学 人文科 学 研究 所 紀要 」40冊,1996年12月 刊 行予 定。

2)詳 細 は 次 を見 よ:岩 井憲 幸 〈ゲ ッチ ソゲ ソ 大学 蔵 大 黒 屋光 太 夫 筆H本 図 につ い

て〉 「明治大 学 教養 論 集」通 巻269号,1994年12月 。

3)上 掲 論 文 お よび 次 を参照 せ よ:伊 藤 恵 子 〈ア ッシ ュ ・コ レクシ ョンの 背 景(上)

(下)〉 「窓 」85・86号,1993年6月 ・9月;同 〈ドイ ツ資料 か ら見 た大黒 屋 光 太夫

一 一ア ッシ ュ ・コ レク シ ョンの 背 景一 …〉「比 較 文 学 研 究 」65東 大 比 較 文 学 会

1994年7月 。

4)筆 者 上 掲論 文参 照。

5)以 下光 太 夫 の 名前 の 表記 の 問 題 につ い て は次 を見 よ:林 基 〈大 黒 屋 光 大夫 試 稿

(一)～(四)〉 「窓 」77～80号,1991年6月 ～1992年3月 。 た だ し筆 者 の結 論 に

つ い ては 本稿 末 を参照 せ よ。

6)書 簡の 翻 刻は 次 を見 よ:r北 援 聞賭 』(第3刷)〈 解 説>pp.4447,杉 本 つ とむr北

瑳 闇路』 〈解 説>pp.684-685.

7)手 紙 本 文 の料 紙 中央 部 左 右 に 〈KΦAX>,下 中央 に 〈1790>と あ る。 これ

はKlepikovに よれば,ク ラ スノエ ・セ ロー のア ンナ ・フ レー ブ ニ コ ワの工 場 製 を

示 すマ ー ク で あ り,1790年 製 とい う こ とにな る。 ク ラスノ エ ・セ ロー は ペ テル ブ

ル ク近 郊 の 村 で,書 簡 用紙 の 製造 で しられ た。 紙 の 製造 年 と,書 簡の 書 かれ た年

1791年 は 矛 盾 しな い 。C.A.Kne皿HKoB,Φ"nllrpaHIIHa6yMarepyccKoro

皿pon3BoAcTBaXVIII--HaganaXXBeKa.M.,1978.

8)光 太夫 が 書 い たの は1791年6月 ゆ え そ の約2年 後 にAschは これ を得 た こ とに

な る。 他 に地 図3点,浄 瑠 璃 本1点 も同時 に入 手 され た。

9)上 級 司 書 イ ェ レミア ・ダヴ ィ ト ・ロ イ ス。 た だ し説 明書 きは ア ッシ ュの 手 とい

う説 もあ る。

10)r森 鏡 』 裏i表紙 書 き込 み はr光 太 夫 の悲 恋 』 のp.42に,r絵 本 写宝 袋』 上欄 の 書

き込 みは,同 書p.61に 一 部 分 が,『 魯 西 亜 文 字 集』p.96に 全 部 の 写真 が掲 載 され

て お り,本 稿 は これ らに よ った。、

11)詳 し くは 岩井 上掲 論文pp.212-3注16を 見 よ。

12)次 を見 よ:仲 見秀 雄 く遭 難以 前 の 大黒 屋光 太 夫〉 「三重 の 古文 化 」第71号,平 成

6年3月 。

13)高 野 明 『日本 とロシア』pp.112--119を 参 照 せ よ。

14)参 照:岩 井 憲幸 〈「皇 朝輿 地 全 図」 と 『日本誌 』所 収 日本 図 につ い て… 原 図 を求

め て一 〉 「明治大学 教養論 集」 通巻280号,1995年9月 。

15)『 日本 庶 民生 活 史料 集成 』第15巻,三 ーー一・書 房,1971年 。

16)酒 井憲i二 〈光 大夫 談話 の 伴僧友 筆 記 〉「東 洋 文庫 書報 」第23号,1991年 。

17)次 の 論 文 を参 照 せ よ:亀 井 孝 〈晩 年 の 光 太 夫 の 横 顔 〉 「日本 歴 史 」 第538号,
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1993年3月 。

18)村 山七 郎 〈大 黒屋 光 太 夫 の言 語学 上 の功 績〉(『北 瑳 闇路』 第2刷 ,昭 和40年)

p.17,亀 井 高孝 ・村lll七 郎 『魯 西亜 文字 集』 解 説,p.77。

19)亀 井 高 孝 『大 黒 屋 光 太 夫 』pp.204-206 .

20)ClloBapbAKaneMHHPoccHncKofil806・-1822.(rep .lH3五 －BonpHYH"BepcMTeTe

O凪eHce,1971).

21)CitoBapbqepKoBI{o-cllaB"HcKarovapyccKarofi3blKa ,Cfi6.,1847.(rep.:Tokyo,
1989)

22)B・ 肋 ・,T・ ∬・・Bb・亘 ・∬・Bap・*冊 …Be・ …py…a・ ・ …1Ka・
,Cn6.-M.(・ep.・

23)

24)

25)

26)

30)

31)

32)

33)

34)

Tokyo,1984)

M.Vasmer,RussischesetymologischesW6rterbuch ,Heidelberg,1953.

好 古 社 出 版 部,明 治36年4月 。

こ の 人 物 に つ い て の 問 題 は 林 基 上 掲 論 文(三)pp.39-40を 見 よ。

文 字 中 〈〈IO〉は 〈io畑0/e>を 示 す 。 〈K命 〉 は 〈イ ロハ 〉の 末 に唱 え られ た 〈京 〉。

〈.〉は当時のハイフンである。

27)鷹 見本雄 氏所蔵r魯 西亜国字学』本文p .V。 写真20参 照。鷹見泉石 が光太夫 か

ら借 りうけて文化10年(1813)に 透写 した もの。光太夫はおそ ら くこの本の原本

によってキ リル ・ラクスマソあた りか らロシア文字の基本 を教 育 された と考 え ら

れ る。本書 については次を見 よ:岩 井憲幸 〈鷹 見泉石 旧蔵 ロシア語関係資料若干

についての覚書〉「泉石」古河歴 史博物 館,1990年 。

28)紺 色表紙(元 来は保護表紙)5針 眼。 末に 〈役人共覚書/勢 州河曲都南若松村外

国物由来之記〉 とある。表紙の中ごろに 〈勢州」木屋」若松〉の黒印あ り。〈木屋〉

は どこの屋号で あろ うか。 この本 はかつて中川 ふさ女 が所持 していた ものを同女

が桶 口博氏 に贈 った もの らしい。表紙貼紙 に 〈多謝樋 口博殿〉とある。rあ けぽの』

p.84を 見 よ。

29)跡 見女子 大学教授柴 田光彦氏の ご教示に よる。資料18中 の文字について も同氏

による。

〈郷土遊i寓名士遺墨展lt{陳目録〉昭和33年8月1日 ～3日 開催を参照 せ よ。

注16)を 見 よ。

〈3・4・5・7・8>な どに注意 せ よ。

中村 楓 水 著。 大正7年 刊。 昭 和48年 復 刊 に よ る。

上掲 岩 井 論 文 〈ゲ ッチ ソ ゲ ソ大学 蔵 大 黒屋 光 太 夫 筆 日本 国 に つ いて>PP.工87-8

を見 よ。

35)も っ ともこれは背後 に音声学的分析があるこ とが感 じられ,お そ ら くロシア人

の示唆 があ ったろうが,次 に来 る音が何であれ 〈n>1字 のみ に固定 して用い るこ

とを始 めたのは光太夫 であ ったろ うと推察 される。 ここに仮名の 〈ツ〉 との連 想

を見 る。

36)其 角著,元 禄4年(1671)成 立,同5年 刊。

37)中 村幸彦校注r風 来 山人集』岩波書店,昭1和36年 。

38)支 考編,元 禄12年(1699)刊 。
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39)明 治大学文学部教 授原道生民の ご教示 に よる。

40)か つ て林 若樹 の蔵 す る ところであ った。 日本 書誌学 大系28『林若樹 集 』(青 裳堂

書店.昭 和58年)中 の 〈若樹 文庫 入札略 目録〉 の六,お よび 〈余 の蔵 す る近 世名

家 の草稿 〉 を見 よ。 ここで は 〈大黒 幸太 夫 自筆露文 雑記 一一冊〉 あ るい は 〈幸

太 夫 自筆 露 文 日記 手 控 帳 一 冊〉 と称 して い る。 林 基 上 掲 論 文(三)の 注18

(pp.45-46)も 参照 せ よ。 なお,次 の 書の中 に 〈東京林 着古氏蔵 〉の 〈漂流 人幸 太

夫 日記 ノ内〉 として2枚 の写真 が掲載 されて いる:大 隈重 信 『開国大勢史』 早稲

田大学 出版 部 大正2年 。

41)亀 井高孝 『大黒屋 光太夫』p.199を 参照。

42)注5の 林 論文 お よび注12の 仲見論文 を参照 せ よ。

43)名 前 の 〈亀屋兵蔵 〉 と 〈大 黒 屋光太 夫〉 との 関係 につい ては亀井 高孝 『光 太夫

の悲恋』 中の 〈大黒屋光太夫 と亀 屋兵蔵〉 お よび仲 見上掲論文 を見 よ。

参考文献

1.亀 井高孝r光 太夫 の悲 恋』吉川弘文館,昭 和42年 。

2.亀 井 高孝 『大黒屋光太夫 』吉川弘文 館,昭 和45年 。

3.桂 川甫 周編 著,亀 井 高孝校 訂 『北瑳 聞賭』 第3刷,吉 川 弘文 館,平 成元 年(第

1刷 ・三秀 舎,昭 和12年;同 再版,昭 和14年;第2刷,吉 川 弘文館,昭 和40年)。

4.村 山七郎 『漂流民 の言語』 吉川 弘文館,昭 和40年 。

5.亀 井高孝,村 山七郎r魯 西亜文 字集』吉川弘 文館,昭 和42年 。

6・ 高野 明 『日本 とロ シアー 両 国交 渉の源流一 』紀 伊国屋 書店,1971年 。
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8.大 黒屋光太夫顕彰 会編 『あけ ぼの』平成5年 。

9.新 村 出 く伊勢漂 民の事蹟>r新 村 出全集』第6巻,筑 摩書房,昭 和48年 。

10・ 奥平武 彦 〈ギ ヨツチ ソゲン大学 図書館 の 日露関 係文書〉 「青春 」第45号 ,昭 和7

年12月 。
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46同 上 所 蔵 遺 墨 〈rpaΦ ち[伯 爵]>

TheRussianword`fgraf",ri.d.WUL 16.0×31,1cm

(いわい ・の りゆ き 明治大学教授)


